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朝
野
遠
近
同
帰
一
乗
緇
素
貴
賤
必
期
成
佛

—

正
%

付

法

—

較
本
聞
寺<

♦

髪
】
——

本

圈

寺

年

譜

——

•

佛

日

増

輝

法

輪

常

轉

第

十

号

博
學
破
邪
の
師
、
本
園
寺
第
二
十
六
祖
了
義
院
運
智
日
達
大
和
尚-

六
七
四
— 

-

七
四
七)

の
云
く
、

「高
祖
、
松
葉
谷
の
草
庵
の
再
興
あ
り
。
此
の
靈
像
の
釋
迦
佛

し+

く
そ
ん
く
お
ん
じ
つ
じ
ょ
う
さ
い
し
ょ 

で
し 

ほ
ん 

げ
し
ょ
う®

と
つ
ぼ

を
安
置
し
て
始
め
て
本
国
寺
と
号
す
。
釋
尊
久
遠
實
成
最
初
の
弟
子
本
化
上
行
菩 

薩

の

再

誕G

後
身)

日
蓮
聖
人
の
本
尊
と
す
る
所
な
れ
ば
、
本
地
久
成
の
釋
迦
佛 

を
以
て
始
め
て
本
尊
と
す
。
そ
の
本
佛
の
住
所
な
る
を
以
て
、
此
の
處
、
卽
是
、
本 

地
常
住
の
妙
国
な
り
。
天
台
の
所
謂
本
国
土
妙
と
釋
せ
る
は
、

是
れ
な
り
。
故
に 

本
国
寺
と
号
す
。
是
れ
、
我
宗
旨
に
寺
号
を
立
る
の
最
初
な
り
」
(

取
意)

と
。

『開
目
抄
』
に
明
示
さ
れ
る 

本
門
戒
の
諸
相(
総
括) 

——

本
門
戒
壇
の
戒•

定
•

慧
の
実
義
的
分
類
へ
の
試
論
——

 

大
本
山
本®

寺
現
燈 

早

川
 

日

章
 

三
大
誓
願
の
見
直
し
と
三
大
秘
法
の
復
活

㈠

伝
統
的
に
三
大
誓
願
の
三
徳
説

宗
祖
日
蓮
聖
人
は
本
鈔
の
執
筆
中
に
半
生
を
顧
み
ら
れ
、
懐
か
れ
た
様
々
な
思
い
と
心
情
と 

を
冷
静
に
、
時
に
は
昂
揚
と
し
て
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。
最
重
要
と
す
る
「本
鈔
の
肝
心
」
に 

つ
い
て

「但
世
間
の
疑
と
い
い
、
自
心
の
疑
と
申
、
い
か
で
か
天
扶
給
ざ
る
ら
ん
。
諸
天
等
の
守 

護
神
は
仏
前
の
御
誓
言
あ
り
。
法
華
経
の
行
者
に
は
、
さ
る
に
な
り
と
も
法
華
経
の
行 

者
と
ご
う
し
て
、

早
々
に
御
仏
前
の
御
誓
言
を
と
げ
ん
と
こ
そ
お
ぼ
す
べ
き
に
、
其 

義
な
き
は
我
身
法
華
経
の
行
者
に
あ
ら
ざ
る
か
。
此
疑
は
此
書
肝
心
、

一
期
の
大
事
な 

れ
ば
処
々
に
こ
れ
を
か
く
上
、
疑
を
強
く
し
て
答
を
か
ま
う
べ
し
。
」

(

『開
目
抄
』
池
上
朝
夕
諷
誦 

三
〇
六
頁) 

と
述
べ
、
本
鈔
執
筆
の
根
本
問
題«

諸
天
等
の
守
護
神
は
仏
前
で
御
誓
言
し
て
い
る
に
も
拘 

わ
ら
ず
、
ご
守
護
が
無
い
こ
と
は
私
は
法
華
経
の
行
者
で
は
無
い
と
い
う
こ
と
な
の
か»

と
明 

か
さ
れ
て
い
る
。

国
や
世
間
の
厚
い
障
壁
に
対
し
、
敢
然
と
立
ち
向
か
う
雄
々
し
き
宗
祖
の
魂
魄
の
内
部
か
ら

が
く
ど
う

だ
い
し
ょ
う
に
ん

つ
い 

ぐ
ほ
う
こ
う
い
ん

本
園
寺
に
学
道
あ
り
、
是
れ
大
聖
人
の
始
め
し
も
の
、
次
で
求
法
講
院 

あ
り
、
此
れ
日
重
上
人
の
始
め
し
も
の
、
今
時
、
之
れ
が
再
興
な
れ
り
。
 

*

我
が
法
主
の
教
た
る
也
、
要
路
を
開
示
す
。
所
謂
る
、
 

戒
•

定
•

慧
、

な
お

い
さ
さ

是
れ
な
り
。
此
の
三
は
猶
衣•

食
•

住
の
ご
と
し
。
聊
か
、
仏
性
常 

住

の
(

宗)

旨
を
観
じ
、
俯
察
し
て
学
の(

精)

要
を
扶
け
ん
。

京
阪
京
津
線•

地
下
鉄
東
西
線
「御
陵
」
駅
下
車
、
徒
歩
12
分
。
京
阪
バ
ス
「御
陵
」
 

下
車
、
徒
歩
12
分
。
吾
祖
の
風
光
に
寂
照
さ
れ
る
為
に
登
詣
し
て
下
さ
い
り

湧
き
出
す
諸
天
善
神
へ
の
不
信
で
あ
る
。
法
華
経
中
の
三
障
四
魔
が
現
実
の
法
難
と
顕
れ
、
身 

を
苛
ん
で
も
、
法
華
超
勝
を
説
き
続
け
た
宗
祖
の
、
そ
の
自
負
心
を
内
面
か
ら
切
り
裂
く
も
の 

で
あ
る
。
こ
れ
程
ま
で
に
忠
実
に
法
華
経
に
生
き
る
自
分
に
、
何
故
、
法
華
経
の
守
護
神
は
加 

護
の
御
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
、
何
時
に
な
っ
た
ら
、
そ
の
御
手
を
差
し
伸 

ベ
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
頼
み
の
守
護
神
は
ま
さ
か
、
こ
の
日
本
を
見
捨
て
て
了
っ
た
の
だ 

ろ
う
か
。

宗
祖
の
強
靱
さ
に
隠
さ
れ
る
「我
身
法
華
経
の
行
者
に
あ
ら
ざ
る
か
」
と
の
自
身
の
存
在
価 

値
を
も
疑
う
、
起
こ
し
て
は
い
け
な
い
神
へ
の
不
敬
の
疑
念
が
宗
祖
の
胸
底
を
切
り
裂
く
。
本 

抄
を
読
む
者
と
し
て
は
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
正
し
く
理
解
し
た
ら
佳
い
の
で
あ 

ろ
う
か
。
宗
祖
が
懐
か
れ
る
疑
念
が
如
何
に
深
刻
で
、
重
大
な
問
題
で
あ
る
の
か
、
我
々
の
想 

像
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

唯
、
宗
祖
の
心
の
な
り
行
き
を
見
守
る
し
か
な
い
。

真
摯
さ
と
敬
虔
さ
の
中
で
煩
悶
す
る
宗
祖
に
、
畏
れ
つ
つ
も
我
々
は
尽
心
か
ら
の
敬
意
を
払 

う
。
本
抄
の
処
々
で
宗
祖
の
心
情
に
表
れ
る
光
と
陰
、
語
上
の
静
と
動
、
教
上
批
判
の
正
と
邪
、
 

業
の
有
と
無
、
実
存
上
の
関
係
性
等
を
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
、
畏
く
も
聖
祖
の
人
品
を
精
緻 

に
見
つ
め
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
判
明
す
る
重
大
で
大
変
な
新
事
実
の
あ
る
こ
と
を
突
き
止 

め
る
。(
本
稿
の
最
後
に
述
べ
る)

と
こ
ろ
で
、
宗
祖
が
最
も
昂
揚
さ
れ
た
記
述
と
し
て
挙
げ
る
べ
き
は
「
三
大
誓
願
」
で
あ
ろ 

う
。
そ
れ
は
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
、
本
鈔
の
一
つ
の
山
、
宗
祖
の
教
学
の
核
心
の
一
つ
で 

も
あ
る̂

江
戸
中
期
の
宗
学
者
の
一
妙
院
日
導
師
は
こ
の
三
大
誓
願
を
取
り
上
げ
、

「須
く
知
る
べ
し
。
前
の
文
に
は
在
世
の
一
切
衆
生
の
尊
敬
す
可
き
主
師
親
の
三
徳
有
縁 

の
教
主
を
挙
げ
て
「大
覚
世
尊
は
此
れ
一
切
衆
生
の
大
導
師•

大
眼
目•

大
橋
梁•

大 

船
師
」
等
と
云
ひ
、
今
の
文
に
は
高
祖
自
ら
誓
願
し
て
「我
れ
日
本
の
柱
と
な
ら
ん
、
 

我
れ
日
本
の
眼
目
と
な
ら
ん
、
我
れ
日
本
の
大
船
と
な
ら
ん
」
等
と
云
ふ
。
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当
に
知
る
べ
し
。
文
の
意
は
「我
れ
即
ち
日
本
国
末
法
の
一
切
衆
生
の
尊
敬
す
可
き
主 

師
親
の
三
徳
有
縁
の
大
導
師
な
り
と
顕
は
し
玉
ふ
に
在
り
。
」
 

(

『本
化
菩
薩
道
の
基
礎
的
研
究
』
伊
藤
瑞
叡
著
——

「祖
書
綱
要
」
中
の 

五
二
九
頁) 

と
述
べ
、
則
ち
高
祖
は
日
本
国
の
一
切
衆
生
の
為
に
主
師
親
の
三
徳
を
備
え
下
ふ(

た
ま
う) 

末
法
有
縁
の
大
導
師
な
り
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
日
導
師
の
こ
う
し
た
解
釈
は
、
中
古
以
前
か 

ら
の
伝
統
的
な
言
い
伝
え
で
あ
ろ
う
が
実
は
、
そ
れ
は
現
代
に
も
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
 

殊
に
、
現
代
日
蓮
教
学
の
泰
斗
で
あ
る
石
川
海
典
、
望
月
歓
厚
の
両
師
も
全
面
的
に
こ
れ
に
同 

調
し
て
い
る
。
先
ず
、
昭
和
五
十
七
年
再
販
発
行
の
『日
蓮
聖
人
御
遺
文
講
義
第
二
巻
』(
以
下
『遺 

文
講
義
巻
二
』
と
い
う)

の
石
川
海
典
師
の
説
を
み
る
と 

「
凡
そ
吾
人
の
尊
敬
す
べ
き
も
の
は
主•

師
•

親
の
外
に
な
い
事
は
古
今
東
西
一
貫
の
道 

理
で
あ
っ
て
、
人
倫
道
徳
の
教
も
帰
す
る
所
は
此
外
に
は
な
い
。
深
く
世
法
を
知
れ
ば 

即
ち
こ
れ
仏
法
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
人
倫
道
徳
の
道
を
深
化
し
開
顕
す
れ
ば
、
そ
こ
に 

宗
教
上
の
客
体
た
る
主•
師•
親
の
三
徳
具
足
の
本
尊
に
到
達
す
る
の
で
あ
る
。(

中
略) 

主
•

師
•

親
の
三
徳
具
足
を
も
っ
て
す
る
こ
と
は
、
独
り
聖
人
の
宗
教
だ
け
が
持
つ
所 

の
特
色
で
あ
る
。
本
鈔
の
冒
頭
が
先
ず
倫
理
的
主
師
親
に
始
ま
る
こ
と
は
偶
々
も
つ
聖 

人
の
宗
教
が
人
倫
道
徳
の
上
か
ら
観
て
も
間
然
す
る
所
の
な
い
一
の
証
左
で
あ
る
。
固 

よ
り
こ
の
倫
理
的
主
師
親
は
や
が
て
宗
教
的
主
師
親
と
一
転
し
、
吾
人
の
絶
対
帰
依
の 

本
尊
と
し
て
法
華
経
の
教
主
釈
尊
を
出
だ
し
、
更
に
転
じ
て
其
の
本
仏
釈
尊
の
持
つ
主• 

師
•

親
の
三
徳
を
そ
の
ま
ま
具
え
て
い
る
法
華
経
の
行
者
は
か
く
申
す
日
蓮
な
り
と
宣 

言
さ
れ
、
本
僧
日
蓮
は
末
法
一
切
衆
生
の
た
め
に
は
三
徳
有
縁
の
大
導
師
な
る
ぞ
と
の 

結
論
を
与
え
ら
れ
た
の
が
、
本
鈔
の
要
旨
で
あ
る
こ
と
は
屡
々
述
べ
て
置
い
た
通
り
で 

あ
る
。

主
•

師
•

親
を
三
徳
と
云
ふ
の
は
、
「主
」
は
支
配
保
護
の
徳
、
「師
』
は
指
導
啓
発
の 

徳

「親
」
は
慈
愛
生
育
の
徳
を
表
す
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
」

(

『遺
文
講
義
二
』
石
川
海
典
著
五
十
頁) 

「
三
大
誓
願
の
文
を
拝
す
る
に
当
た
っ
て
、
吾
人
は
更
に
も
う
一
度
冒
頭
総
標
の
文
を
想 

起
す
る
要
が
あ
る
。
本
鈔
の
冒
頭
に
、
夫
一
切
衆
生
の
尊
敬
す
べ
き
者
三
つ
あ
り
。
所 

謂
主•

師
•

親
こ
れ
な
り
。
又
習
学
す
べ
き
者
三
つ
あ
り
所
謂
儒•

外
•

内
こ
れ
な
り
』
 

と
あ
る
の
は
、

一
鈔
の
大
要
及
び
旨
帰
の
存
す
る
と
こ
ろ
を
人
法
に
要
約
さ
れ
た
の
で 

あ
る
。
即
ち
我
等
衆
生
の
尊
敬
す
べ
き
人
と
、
習
学
す
べ
き
法
と
を
雙
べ
標
し
て
之
が 

概
観
を
試
み
、
第
三
章
以
下
の
本
論
に
入
っ
て
、
吾
人
の
尊
敬
す
べ
き
大
導
師
は
在
世 

に
於
て
は
本
仏
釈
尊
で
あ
り
、
滅
後
末
法
に
於
て
は
本
僧
日
蓮
な
り
と
断
じ
、
ま
た
吾

人
の
習
学
す
べ
き
法
は
、
久
遠
実
成•

一
念
三
千•

二
乗
作
仏
の
超
勝
の
内
容
を
盛
る 

法
華
経
な
る
こ
と
を
詳
説
さ
れ
た
。
法
華
経
超
勝
の
義
は
、
第
三
、
第
四
の
両
章
に
於 

て
之
を
説
き
、
法
華
経
の
行
者
と
し
て
の
本
僧
日
蓮
は
、
第
五
章
以
下
に
於
て
明
ら
か 

に
示
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
聖
人
が
主•

師
•

親
具
足
の
大
導
師
な
る
こ
と
の
宣
言
は
、
 

今
こ
の
三
大
誓
願
の
文
に
お
い
て
盡
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
三
徳
具
足
と
い 

ふ
も
、
特
に
主•

親
に
即
す
る
師
徳
に
重
点
を
置
く
こ
と
は
第
七
章
第
十
四
節
の
結
文 

こ
『法
華
経
の
行
者
は
誰
な
る
ら
ん
、
求
め
て
師
と
す
べ
し
』

と
あ
る
に
徴
し
て
明
か
で
あ
る
。

一
鈔
の
中
心
眼
目
は
、
特
に
法
華
経
の
行
者
と
は
誰 

か
と
い
ふ
点
に
存
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
今
の
三
大
誓
願
の
文
は
本
鈔
の
最
高
峰
で
あ 

り
結
論
で
あ
る
。

開
目
一
鈔
の
旨
帰
が
我
等
衆
生
の
『求
め
て
師
と
す
べ
き
』
『日
本
の
眼
目
』
た
る 

師
徳
顕
彰
の
一
点
に
存
す
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
此
の
書
の
肝
心
た
る
人
開
顕
の
大
事 

が
、
経
文
と
事
実
と
の
符
合
に
よ
っ
て
寸
毫
の
疑
点
な
く
証
拠
だ
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
 

そ
れ
ら
の
問
題
は
前
に
度
々
述
べ
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
此
の
書
の
心
腑
な
る
故
に
ま 

た
こ
こ
に
数
言
を
加
へ
て
置
く
。

(

『遺
文
講
義
二
』
石
川
海
典
著 

二
六
五
—
六
頁) 

以
上
の
引
用
の
通
り
、
石
川
師
は
三
大
誓
願
は
三
徳
具
備
の
宣
言(

以
下
、
三
徳
説
と
言
う) 

で
あ
っ
て
、
誓
願
で
は
な
い
と
強
い
調
子
で
持
論
を
述
べ
て
い
る
。

㈡

三
徳
説
と
人
開
顕

更
に
、
昭
和
五
十
九
年
再
販
発
行
の
『日
蓮
聖
人
御
遺
文
講
義
第
三
巻
』(

以

下

『遺
文
講 

義
巻
三
』
と
い
う)

で
は
望
月
歓
厚
師
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
開
目
抄
に
、
三
大
誓
願
を
立
て
て
、
自
ら
末
法
日
本
の
主
師
親
三
徳
具
備
の
大
導
師
た 

る
を
誓
は
れ
た
の
は
、
即
ち
人
開
顕
の
究
境
し
た
の
で
あ
る
。
」

(

『遺
文
講
義
巻
三
』
 

十
三
頁) 

「文
永
九
年
二
月
、
塚
原
に
在
っ
て
述
作
さ
れ
た
開
目
抄
二
巻
は
、
本
化
上
行
の
自
覚
を 

開
示
し
、
末
法
弘
通
の
大
導
師
た
る
の
誓
願
を
発
表
し
た
御
書
で
あ
る
。
 

「
当
世
法
華
の
三
類
の
強
敵
な
く
ば
、
誰
か
仏
語
を
信
受
せ
ん
。
日
蓮
な
く
ば
、
誰 

を
か
法
華
経
の
行
者
と
し
て
仏
語
を
た
す
け
ん
。
：
：
経
文
に
我
が
身
普
合
せ
り
。
 

御
勘
気
を
か
ほ
れ
ば
、
い
よ
い
よ
悦
を
ま
す
べ
し
。(

開
目
鈔
、
七
七
三) 

仏
子
上
行
、
本
化
再
誕
の
自
覚
は
、
即
ち
主
師
親
三
徳
具
備
の
末
法
た
ら
し
め
る
。
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「我
日
本
の
柱
と
な
ら
む
。
我
日
本
の
眼
目
と
な
ら
む
。
我
日
本
の
大
船
と
な
ら
む
等 

と
ち
か
ひ
し
願
や
ぶ
る
べ
か
ら
ず
。
」
(

開
目
抄 

八
一
六) 

と
は
、
次
第
の
如
く
主
師
親
三
徳
の
発
願
立
誓
で
あ
る
。
こ
の
書
に
於
て
は
、
聖
者
日 

蓮
の
開
顕
を
重
ず
る
が
故
に
、
本
化
上
行
末
法
導
師
の
開
示
を
主
と
す
る
が
、
ま
た
凡 

夫
日
蓮
の
後
生
得
楽
、
懺
悔
滅
罪
の
生
活
の
法
悦
を
叙
す
る
こ
と
を
怠
っ
て
は
い
な
い
。

(

『遺
文
講
義
巻
三
』
望
月
歓
厚
著 

二
十
二
頁) 

即
ち
、
三
大
誓
願
は
主
師
親
三
徳
の
発
願
立
誓
で
あ
る
と
断
定
し
て
い
る
。
こ
の
発
願
立
誓 

は
三
徳
具
備
の
宣
言
と
同
じ
な
い
よ
う
で
あ
ろ
う
。
所
謂
三
徳
説
で
あ
り
、
伝
統
の
教
学
を
継 

ぐ
泰
斗
が
堂
々
と
顕
示
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(

さ
て
、
本0

寺
報
第
九
号
で
述
べ
た
三
大
誓
願
の
新
し
い
解
釈
に
つ
い
て
、
本
稿
で
い
ま 

少
し
掘
り
下
げ
、
ご
理
解
を
仰
ぎ
た
い
と
思
愚
す
る
次
第
で
す) 

宗
祖
の
考
え
る
本
門
戒
は
何
か
、
何
か
お
書
き
に
な
っ
て
い
な
い
か
と
『開
目
抄
』
を
拝
読 

し
て
来
て
拙
い
な
が
ら
、
判
明
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
得
て
し
て
誰
も
が
そ
う
で
あ
る 

よ
う
に
、
自
分
が
理
解
し
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
、
出
し
た
結
論
な
ど
に
つ
い
て
は
言
葉
や
文 

字
な
ど
で
表
明
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
自
分
の
人
品
や
人
格
な
ど
に
つ
い
て
語
る
こ
と
に
は
誰 

も
が
躊
躇
し
が
ち
で
あ
る
。

『開
目
抄
』
に
お
け
る
宗
祖
も
ま
た
然
り
で
、
多
く
の
仏
典
に
通
じ
た
、
折
伏
を
為
し
た
、
 

三
大
誓
願
を
披
瀝
し
た
な
ど
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
虚
心
坦
懐
、
率
直
に
述
べ
て
お
ら
れ 

な
が
ら
、
ご
自
分
の
人
品
や
人
格
に
関
す
る
こ
と
は
殆
ど
語
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
宗
祖
は 

戒
や
戒
壇
に
つ
い
て
何
も
述
べ
な
か
っ
た
、
と
い
う
通
説
が
一
般
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。(
前 

号
の
む
す
び
よ
り
再
掲)

人
開
顕
と
は
、
抑
も
誰
が
造
り
、
誰
が
言
い
出
し
た
概
念
語
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
に
は
そ
れ 

を
調
べ
る
遑
が
許
さ
れ
な
い
の
で
後
の
問
題
と
す
る
が
、
孰
れ
に
し
て
も
宗
祖
以
外
の
後
の
人 

が
そ
れ
を
造
り
出
し
て
、
宗
祖
に
敬
虔
の
思
い
を
添
え
て
法
冠
と
称
え
て
被(

か
ぶ)

し
た
こ 

と
に
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

宗
祖
は
上
行
菩
薩
の
応
現
で
あ
る
と
の
自
覚
を
持
た
れ
て
い
た
か
、
い
な
か
っ
た
の
か
の
論 

議
は
他
に
譲
り
、
今
や
、
宗
祖
は
上
行
菩
薩
の
応
現
で
あ
る
、
と
決
め
て
も
何
等
問
題
は
無
い 

よ
う
で
あ
る
。
末
法
に
入
っ
て
千
年
近
い
年
月
が
経
過
し
、
そ
の
間
に
宗
祖
の
よ
う
な
類
い
希 

れ
の
お
方
は
出
現
し
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、宗
祖
が
広
宣
流
布
を
目
標
に
折
伏
行
を
貫
き
、
 

貴
い
霊
格
を
積
ま
れ
た
こ
と
を
、
仏
が
上
行
菩
薩
へ
依
嘱
さ
れ
た
重
責
に
代
わ
っ
て
果
た
し
た 

も
の
と
、
我
々
が
拝
す
る
か
ら
で
あ
る
。

三
障
四
魔
を
踏
み
越
え
、
法
華
経
色
読
随
一
の
行
動
者
は
、
今
や
末
法
に
生
き
る
我
々
の
先 

達
と
な
り
、
広
宣
流
布
の
指
導
者•

大
導
師
と
し
て
、
親
し
く
崇
め
る
お
方
と
な
ら
れ
て
い
る 

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
顧
み
る
と
、
人
開
顕
と
は
、
本
質
的
に
は
仏
が
附
属
さ
れ
た
広
宣
流
布
の
使
命 

を
真
に
担
っ
た
偉
大
な
る
人
、
唯
一
な
る
宗
祖
を
、
上
行
菩
薩
の
応
現
と
称
え
る
こ
と
を
意
味 

す
る
。
従
っ
て
、
主
師
親
の
三
徳
を
具
備
す
る
か
し
な
い
か
は
人
開
顕
と
は
指
し
た
る
関
係
は 

無
い
と
言
い
得
る
、

㈢

三
大
秘
法
の
具
明

宗
祖
は
文
永
十
一
年
の
早
い
段
階
で<

三
大
事
を
建
立
し
た>

と

『法
華
行
者
値
難
事
』
及 

び

『法
華
取
要
鈔
』
に
と
相
次
い
で
公
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
余
り
に
重
大
な
三
大
事
建
立
の 

宣
言
を
確
認
し
な
が
ら
誠
に
奇
妙
な
こ
と
に
、
先
師
先
学
の
一
同
は
そ
の
中
身
に
つ
い
て
深
く 

尋
ね
る
こ
と
を
殆
ど
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
辺
の
こ
と
に
関
し
、
著
述
意
図
と
は
異
な 

る
が
、
望
月
歓
厚
師
は
自
身
著
の
『観
心
本
尊
鈔
御
遺
文
講
義
』
で
、
先
ず
三
大
秘
法
の
ひ
と 

つ
、
戒
壇
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
説
す
る
。

「本
門
の
戒
壇
に
つ
い
て
は
、
本

鈔
(

『観
心
本
尊
鈔)

に
全
く
そ
の
説
な
し
と
す
る
も 

の
が
あ
る
。(

扶

老•

探
霊
等)

然
る
に
本
鈔
は
聖
祖
「当
身
の
大
事
」
な
り
と
な
す 

に
於
て
は
、
誰
人
も
異
議
な
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
然
る
所
以
は
、
宗
旨
の
大
事
を 

宣
明
せ
る
が
為
で
あ
る
。
宗
旨
の
大
事
と
は
本
門
の
三
大
秘
法
に
外
な
ら
ぬ
。
佐
渡
に 

入
っ
て
先
づ
第
一
に

一
大
事
の
秘
法
を
此
の
国
に
初
め
て
之
を
弘
む
。(
富
木
入
道
殿
御
返
事
七
〇
二) 

と
宣
し
、
翌
文
永
九
年
に
は

本
門
壽
量
品
の
三
大
事
と
は
是
れ
な
り
。
 

(

四
條
金
吾
殿
御
返
事
八
五
二) 

と
明
し
、
更

に

『法
華
取
要
鈔
』
に
は

上
行
等
の
聖
人
出
現
し
、
本
門
の
三
つ
の
法
門
之
を
建
立
し
、

一
四
天
四
海
、

一
同 

に
妙
法
蓮
華
経
の
広
宣
流
布
疑
ひ
無
ら
ん
者
歟
。(

『法
華
取
要
鈔
』
 

) 

と
仰
せ
ら
れ
て
い
る(

此
鈔
に
つ
い
て
の
異
論
は
前
述
の
如
し)

。
況
ん
や
本
鈔
撰
述 

の
前
年
の
四
月
八
日
、
夜
半
を
期
し
て
最
蓮
坊
の
為
め
に
本
門
戒
を
授
与
さ
れ
た
事
は 

『最
蓮
坊
御
書
』
に

何
と
な
く
と
も
、
貴
辺
に
去
る
二
月
の
比
よ
り
、
大
事
の
法
門
教
へ
奉
り
ぬ
。
結
句 

は
卯
月
八
日
、
夜
半
寅
の
時
に
、
妙
法
の
本
円
戒
を
以
て
受
職
潅
頂
せ
し
め
奉
る
者 

な

り(

八
四0
)
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に
あ
る
に
よ
っ
て
明
で
あ
る
。
既
に
か
く
の
如
く
、
本
門
の
三
大
秘
法
は
、
本
鈔
撰
述 

以
前
に
、
名
実
倶
に
発
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
か
ら
も
本
鈔
に
三
秘
を
具 

明
す
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
、
 

(

『遺
文
講
義
巻
三
』
望
月
歓
厚
著
五
十
七
頁) 

と
、
『観
心
本
尊
鈔
』
に
は
三
秘
を
具
明
す
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
た

だ

『開 

目
抄
』
に
つ
い
て
、
こ
の
点
に
関
す
る
論
究
は
こ
こ
に
は
無
い
。
 

宗
祖
は
文
永
十
一
年
春
に
既
に
「
三
大
事
を
建
立
し
た
」
と
明
言
し
、
望
月
歓
厚
師
は
前
年 

に
執
筆
の
『観
心
本
尊
鈔
』
に
は
三
秘
は
具
明
し
て
い
る
と
明
記
す
る
。
 

明
ら
か
に
具
わ
る
、
或
い
は
、
備
わ
る
内
容
が
明
ら
か
で
あ
る
と
い
う
、
事
実
を
具
明
と
い 

う
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
具
明
の
仕
方
と
内
容
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
。

㈣

本
門
の
円
戒
の
開
出
へ
の
道
行
き

「
こ
の
書
に
於
て
は
、
聖
者
日
蓮
の
開
顕
を
重
ず
る
が
故
に
、
本
化
上
行
末
法
導
師
の
開
示 

を
主
と
す
る
が
、
ま
た
凡
夫
日
蓮
の
後
生
得
楽
、
懺
悔
滅
罪
の
生
活
の
法
悦
を
叙
す
る
こ 

と
を
怠
っ
て
は
い
な
い
。
こ
の
両
法
悦
の
間
に
、
凡
聖
そ
の
類
を
異
に
し
、
大
小
そ
の
悦 

び
を
斉
う
せ
ざ
る
が
如
き
感
あ
る
も
、
聖
祖
に
於
て
は
、
決
し
て
別
な
悦
び
で
は
な
い
。
 

本
化
の
自
覚
に
住
し
て
懺
悔
の
生
活
を
な
し
、
滅
罪
の
行
を
励
む
と
こ
ろ
に
上
行
の
霊
格 

を
具
へ
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
本
化
の
自
覚
に
住
し
て
懺
悔
の
生
活
を
な
し
、
滅
罪
の 

行
を
励
む
の
裏
に
法
悦
あ
り
、
法
悦
の
處
に
努
力
が
欠
け
な
い
の
で
あ
る
。

(

『遺
文
講
義
巻
三
』
望
月
歓
厚
著
ニ
ニ
頁) 

右
は
、
望
月
歓
厚
師
の
論
述
で
あ
る
。
「
ま
た
凡
夫
日
蓮
の
後
生
得
楽
、
懺
悔
滅
罪
の
生
活 

の
法
悦
を
叙
す
る
こ
と
を
怠
っ
て
は
い
な
い
。」
と
記
し
て
、
本
鈔
に
お
い
て
、
聖
祖
が
凡
夫 

と
し
て
後
生
得
楽
、
懺
悔
滅
罪
の
生
活
を
過
ご
し
、
そ
こ
に
法
悦
を
感
じ
て
お
ら
れ
た
と
述
べ 

て
い
る
。
そ
の
上
で
、
宗
祖
が
凡
夫
と
聖
な
る
生
き
方
と
の
両
面
を
持
ち
つ
つ
、
本
化
の
自
覚 

に
住
し
て
の
後
生
得
楽
の
悦
び
と
凡
夫
の
ま
ま
に
懺
悔
滅
罪
の
行
を
励
む
悦
び
と
を
合
わ
せ
重 

ね
て
、
上
行
菩
薩
と
し
て
の
優
れ
た
霊
格
を
具
え
て
い
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
本
化
の
自
覚
と 

は
な
に
か
、
そ
の
説
明
は
無
い
が
、
法
華
本
門
の
壽
量
品
に
深
く
分
け
入
り
、
ま
た
、
神
力
品 

に
お
け
る
末
法
弘
通
の
附
属
に
も
立
ち
会
っ
た
と
意
識
す
る
事
な
ど
で
あ
ろ
う
。
宗
祖
自
身
が 

言
う
内
相
承
は
、
霊
山
会
上
で
釈
尊
に
会
い
、
直
接
に
法
門
の
相
承
を
承
け
た
と
い
う
主
旨
で 

あ
る
。
こ
れ
も
正
し
く
本
化
の
意
識
に
該
当
す
る
。

筆
者
も
、
宗
祖
が
本
化
の
自
覚
に
住
し
て
常
に
前
に
進
む
行
動
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
凡
夫 

で
あ
る
自
己
を
常
に
振
り
返
り
、
自
行
化
他
、
業
を
懺
悔
し
、
行
を
高
め
て
滅
罪
に
代
え
、
そ 

の
上
で
、
法
悦
を
感
じ
ら
れ
た
の
は
、
唯
一
、
宗
祖
な
ら
で
は
の
努
力
と
精
進
の
賜
物
で
あ
っ

た
と
、
尊
敬
の
念
を
強
く
感
じ
る
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
そ
の
思
い
に
は
、
宗
祖
は
上
行
菩
薩 

に
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
み
仏
に
は
な
っ
て
い
な
い
、
仏
に
向
か
う
我
々
の
大
導
師
で 

あ
る
と
い
う
私
の
思
念
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

更
に
右
の
叙
述
か
ら
気
付
く
こ
と
は
、
末
法
は
無
戒
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
、
出
家
本
化
の
自
覚 

に
立
て
ば
、
懺
悔
の
生
活
と
滅
罪
の
行
、
即

ち

「本
問
の
戒
」
が
幾
重
に
も
要
請
さ
れ
て
い
る 

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
本
化
の
戒
に
徹
し
た
れ
ば
こ
そ
、
宗
祖
は
上
行
菩
薩
と
し
て
の
人 

格
を
得
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
さ
し
く
、
本
門
の
戒
た
る
懺
悔
の
生
活
と
滅
罪
の
行 

と
を
、
我
々
流
類
も
基
本
の
態
度
と
し
て
学
び
、
精
進
す
べ
き
こ
と
を
教
え
て
い
る
。(
戒
に 

つ
い
て
は
本
稿
の
最
後
に
ま
と
め
て
い
ま
す)

以
上
、
『開
目
抄
』
で
宗
祖
ご
自
身
が
語
る
凡
夫
日
蓮
の
ひ
た
む
き
な
精
進
に
対
し
、
我
 々

は
我
々
の
共
感
を
以
て
、
聖
者
日
蓮
に
し
て
本
化
上
行
末
法
導
師
な
り
と
開
示
せ
し
め
よ
う
と 

い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
然
乍
ら
、
そ
の
認
定•

帰
結
に
つ
い
て
は
筆
者
は
忝
な
く
も
全
く
同
感 

を
送
る
ひ
と
り
で
あ
る
。

そ
の
上
で
直
、
強
く
訴
え
る
こ
と
は
、
凡
夫
日
蓮
が
懺
悔
滅
罪•

後
生
得
楽
と
い
う
言
葉
か 

ら
漏
れ
出
る
、
否
、
そ
う
し
た
言
葉
で
は
決
し
て
捉
え
ら
れ
な
い
、
高
く
広
が
る
法
華
経
の
無 

限
の
世
界
が
あ
り
、
宗
祖
自
身
が
獲
得
す
る
知
的•

情
的•

意
志
的
な
多
く
の
渦
巻
く
も
の
が
、
 

や
が
て
、
本
門
の
相
即
す
る
円
戒•

円
定•

円
慧
に
集
約
さ
れ
て
い
っ
た
事
実
で
あ
る
。
則
ち
、

文
永
十
一
年
春
に
決
然
と
公
表
さ
れ
た
膨
大
な
新
し
い
「
一
妙
」
の
世
界
で
あ
り
、
開
出
さ
れ 

た
事
行
な
る
戒
法
の
三
大
秘
法
で
あ
り
、

一
大
金
字
塔
の
建
立
で
あ
る
。

こ
の
法
華
経
の
無
限
の
世
界
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
に
、
石
川
海
典
師
は
「本
鈔
に
は
宗
学

上
極
め
て
緊
切
な
る
多
く
の
問
題
が
取
扱
は
れ
て
い
る
」
と
し
て
十
大
項
目
を
あ
げ
て
い
る
。

①

一
念
三
千
論 

④

文
底
秘
沈
論 

⑦

分

身

論
 

⑩

摂
受
折
伏
論

②

権

実

論
 

⑤

二
乗
成
仏
論 

⑧

爾
前
の
達
多

③

本
迹
勝
劣
論 

⑥

久

遠

論
 

⑨

行
者
値
難
事

こ
の
ほ
か
に
も
宗
祖
の
教
学
に
お
け
る
沢
山
の
問
題
を
あ
げ
て
い
る
。

(

『遺
文
講
義
二
』
石
川
説 

四
十
ニ
ー
三
頁) 

こ
の
よ
う
に
、
教
学
に
関
し
て
の
宗
祖
の
論
述
は
正
に
無
限
の
広
が
り
を
持
つ
。
同
様
に
、
 

宗
祖
の
悟
性
、
感
性
、
理
性
、
情
的
、
意
志
的
に
拘
わ
る
問
題
も
無
限
の
広
が
り
と
深
み
を
湛

え
る
の
で
あ
る
。

殊
に
、
三
大
誓
願
は
宗
祖
が
今
置
か
れ
た
苦
し
い
状
況
、(
塚
原
に
打
ち
捨
て
ら
れ
、
動
揺 

す
る
弟
子
達
、
全
く
見
通
せ
な
い
今
後
等
)々

か
ら
懸
命
の
意
志
力
を
奮
っ
て
、
本
仏
に
誓
願
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さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
仏
と
い
う
包
摂
者
と
し
て
の
立
ち
位
置
で
は
無
く
、
行
動
者
日
蓮
と
し 

て
の
誓
願
で
あ
る
。

『開
目
抄
』
は
そ
れ
ら
の
問
題
を
つ
ぶ
さ
に
追
求
し
展
開
す
る
宗
祖
渾
身
の
超
大
な
る
書
で 

あ
る
。
そ
の
長
文
、
そ
の
難
解
さ
の
為
に
、
解
釈
に
当
た
っ
て
は
万
人
の
内
、
誰
が
完
全
な
解 

釈
を
下
し
得
た
で
あ
ろ
う
か
。

㈤

三
大
秘
法
の
神
隠
し

法
華
教
学
に
お
け
る
三
大
秘
法
は
根
本
中
枢
を
占
め
る
最
重
要
項
目
で
あ
り
、
教
学
は
此
処 

か
ら
新
た
な
出
発
を
し
て
い
る
。
佐
渡
流
刑
二
年
半
、
宗

祖

は

『開
目
抄
』
、
『観
心
本
尊
鈔
』
 

の
二
大
著
に
よ
っ
て
自
ら
の
中
で
熟
成
さ
れ
た
本
門
の
教
学
を
体
系
化
し
、
そ
の
頂
点
に
一
妙 

と
い
う
大
球
体
を
措
き
、
そ
の
中
心
核
の
球
体
に
、
相
即
す
る
三
大
秘
法
な
る
行
法
を
組
み
込 

み
、
こ
れ
を
ほ
ぼ
完
成
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
に
つ
い
て
異
議
を
唱
え
る
者
は
い
ま 

ゝ

〇

然
る
に
、
『三
大
秘
法
稟
承
事
』
写
本
が
祖
滅
半
世
紀
後
に
現
れ
る
や
、
本
門
戒
壇
開
出
の 

事
実
が
い
つ
の
間
に
か
有
名
無
実
と
な
り
、
稟
承
事
に
叙
述
さ
れ
る
教
説
が
主
流
を
占
め
る
こ 

と
に
な
っ
た
。

『観
心
本
尊
鈔
』
三
大
秘
法
に
つ
い
て
、
望
月
歓
厚
師
は
次
ぎ
の
よ
う
に
論
述
す
る
。
 

尚
聖
意
を
実
証
す
べ
き
は
、
文
永
十
年
七
月
六
日
の
「富
木
殿
御
返
事
」
で
あ
る
。
 

「鷲
目
二
貫
給
び
候
ひ
畢
ん
ぬ
。
太
田
殿
と
其
二
人
と
の
御
心
喜
び
候
。
設
ひ
日
蓮
死
生 

不
定
た
り
と
雖
も
、
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
の
流
布
は
、
疑
ひ
無
き
者
歟
。
伝
教
大
師 

の
御
本
意
は
、
圓
宗
を
日
本
に
弘
め
ん
が
為
め
な
り
。
但
し
定
慧
は
存
生
に
之
を
弘 

め
、
圓
戒
は
死
後
に
之
を
顕
す
。
事
相
た
る
が
故
に
一
重
大
難
之
れ
有
る
歟
。
仏
滅
後 

二
千
二
百
二
十
余
年
、
今
に
壽
量
品
の
佛
と
肝
要
の
五
字
と
は
流
布
せ
ず
。
当
時
果
報 

を
論
ず
れ
ば
、
恐
く
は
伝
教•

天
台
に
も
超
へ
、
竜

樹•

天
親
に
も
勝
れ
た
る
歟
。
」
 

文
永
十
年
四
月
二
十
五
日
本
尊
鈔
の
稿
成
っ
て
富
木
氏
を
通
じ
て
太
田•

曽
谷
両
氏
に
贈 

る
。
こ
の
書
は
同
年
七
月
六
日
、
三
氏
よ
り
報
恩
の
布
施
あ
り
、
再
び
本
尊
鈔
の
述
作
の 

本
意
を
述
べ
て
答
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
に
よ
れ
ば
、
伝
教
大
師
の
円
戒
建
立 

の
難
事
を
挙
げ
、
定
•
*

の
ニ
法
は
存
生
に
之
を
弘
め
し
に
対
し
て
、
自
ら
も
亦
『壽
量 

品

の

佛(
本
尊)

と
肝
要
の
五
字
』
と
並
べ
挙
げ
、
果
報
は
伝
教•

天
台
に
も
勝
れ
た
り 

と
誇
ら
れ
た
る
よ
り
す
れ
ば
、
明
に
此
の
二
法
の
流
布
を
喜
び
、
且
つ
伝
教
の
死
後
に
顕 

せ
る
円
戒
成
就
を
以
て
理
想
と
せ
ら
れ
た
る
は
聖
意
明
了
で
あ
る
。
後
年
身
延
に
入
っ
て 

(
文
永
十
一
年)

太
田•

曽
谷
両
氏
に
宛
て
て
、
盛
ん
に
円
戒
の
建
立
を
説
か
れ
た
る
「曽

谷
入
道
殿
許
御
書
」(

一
〇
九
六)

は
、
此
書
と
照
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
既
に
、
戒
壇 

建
立
を
理
想
と
す
、
当
身
大
事
た
る
本
鈔
に
、
こ
の
法
門
全
く
欠
く
の
理
な
し
。
た
だ
富 

木
書
に
云
ふ
が
如
く
、
『事
相
た
る
が
故
に
一
重
大
難
之
れ
有
る
歟
』
の
故
に
、
本

尊• 

題
目
と
の
二
大
秘
法
と
並
べ
明
か
さ
ず
、
隠
約
、
文
裏
に
こ
れ
を
説
く
の
み
。

(

『遺
文
講
義
巻
三
』
望
月
歓
厚
著 

五
十
七
——
五
十
八
頁) 

現
代
日
蓮
教
学
の
重
鎮
、
望
月
歓
厚
師
の
極
め
て
重
要
な
学
説
に
敬
意
を
払
い
つ
つ
分
析• 

検
討
さ
せ
て
戴
く
の
で
す
が
、
引
用
の
宗
祖
御
遺
文
「富
木
殿
御
返
事
」
の
中
に
出
る
『事
相 

た
る
が
故
に
一
重
大
難
之
れ
有
る
歟
』
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
 

周
知
の
如
く
、
伝
教
大
師
は
大
乗
戒
壇
を
比
叡
山
に
建
立
す
べ
く
山
家
学
生
式
三
式
を
叙
し 

て
、
朝
廷
に
申
請
し
た
。
最
後
の
四
條
式
の
上
表
を
機
に
南
都
六
宗
か
ら
猛
反
対
が
起
き
た
。
 

そ
こ
で
、
伝
教
大
師
は
『顕
戒
論
』
三
巻
を
奉
っ
た
。
南
都
と
の
せ
め
ぎ
合
い
は
深
刻
で
、
朝 

廷
の
裁
量
は
長
引
き
大
師
生
前
に
は
勅
許
は
下
さ
れ
無
か
っ
た
。
結
局
、
大
師
死
後
七
日
目
に 

受
戒
の
勅
許
が
降
り
、
戒
壇
建
立
の
宣
旨
は
更
に
四
年
後
に
下
り
、
翌
年
五
月
比
叡
山
に
戒
壇 

院
が
建
立
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
戒
壇
が
建
立
す
る
迄
に
難
し
い
こ
と
が
次
々
と
起
き
、
長
年 

月
が
費
や
さ
れ
た
の
で
、
宗
祖
は
一
重
大
難
と
述
べ
ら
れ
た
。
 

し
か
し
、
宗
祖
の
記
述
の
文
意
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
難
事
が
相
当
期
間
続
い
た
が
、
結
局
は 

素
晴
ら
し
い
大
乗
戒
壇
が
建
立
さ
れ
、
円
慧•

円
定•

円
戒
が
勢
揃
い
し
た
で
は
な
い
か
、
と 

の
意
味
合
い
が
受
け
取
れ
る
。
難
事
は
金
字
塔
に
花
を
添
え
て
い
る
で
は
な
い
か
、
と
の
含
蓄 

も
あ
ろ
う
。

こ

の

「富
木
殿
御
返
事
」
を
読
む
限
り
に
お
い
て
は
、
宗
祖
自
身
は
戒
壇
建
立
を
後
回
し
に 

す
る
と
の
明
言
は
一
切
無
く
、
比
叡
山
建
立
の
戒
壇
院
に
は
絶
大
の
評
価
を
与
え
て
い
る
。
こ 

の
場
合
、
戒
壇
と
言
え
ば
叡
山
の
戒
壇
院
の
こ
と
を
指
し
、
宗
祖
は
そ
の
院
の
内
で
円
の
三
学 

が
修
学
さ
れ
て
い
る
と
見
て
お
ら
れ
た
。
さ
す
れ
ば
こ
の
時
期
に
お
け
る
宗
祖
自
身
の
三
普 

は
伝
教
大
師
戒
壇
の
円
定•

円
戒•

円
®1

が
ず
っ
し
り
と
坐
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
付
言 

す
れ
ば
、
戒
壇
院
の
内
に
三
学
が
あ
る
、
と
い
う
構
図
は
戒•

定
•

慧
が
相
即
の
関
係
に
あ
る 

こ
と
を
暗
に
示
し
て
い
る
。

さ
て
、
望
月
師
引
用
の
「富
木
殿
御
返
事
」
は
既
に
両
大
部
著
述
終
了
後
の
手
紙
で
あ
る
の
で
、
 

望
月
師
が
「本
尊•

題
目
と
の
二
大
秘
法
と
並
べ
明
か
さ
な
い
理
由
」
と
し
て
「
一
重
大
難
之 

れ
有
る
歟
」
を
挙
げ
る
こ
と
は
俗
に
い
う
後
付
け
と
な
る
故
に
適
切
を
欠
く
の
で
は
な
い
か
。
 

同
様
に
、
「隠
約
、文
裏
に
こ
れ
を
説
く
の
み
」
の
理
由
と
し
て
も
適
切
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

つ
ま
り
、
宗
祖
は
両
大
部
著
述
終
了
後
に
三
大
事
を
建
立
し
た
と
明
言
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら 

ず
、
隠
約
、
文
裏
に
こ
れ
を
説
く
の
み
で
あ
っ
て
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
上
、
挙
げ
た
理
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由
が
不
適
切
で
あ
る
と
な
れ
ば
、
で
は
、
三
大
秘
法
は
何
処
に
神
隠
し
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
 

も
う
一
度
改
め
て
尋
ね
て
み
よ
う
。
前
述
の
通
り
、
『事
相
た
る
が
故
に
一
重
大
難
之
れ
有 

る
歟
』
は
理
由
と
し
て
不
適
切
で
あ
る
か
ら
望
月
説
は
成
立
し
な
い
。
し
か
ら
ば
、
本

稿

「
三 

大
秘
法
は
具
明
す
る
」
の
項
で
、
望
月
師
は

「
本
門
の
三
大
秘
法
は
、
本
鈔
撰
述
以
前
に
、
名
実
倶
に
発
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
 

こ
の
点
か
ら
も
本
鈔
に
三
秘
を
具
明
す
と
い
ふ
ベ
き
で
あ
る
。
」
 

と
、
述

べ

「本
鈔
撰
述
以
前
に
、
名
実
倶
に
発
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
」
を
具
明
の
理
由
と 

し
て
挙
げ
て
い
る
が
、
『法
華
取
要
鈔
』
は
師
も
断
っ
て
は
あ
る
が
、
文
永
十
一
年
五
月
身
延 

山
入
山
直
後
に
発
表
の
書
で
あ
る
と
現
在
は
判
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
や
は
り
整
合
性
を
欠
く
。
 

更
に
、
同
師
は

「本
門
の
戒
壇
に
つ
い
て
は
、
本

鈔
(

『観
心
本
尊
鈔
』)

に
全
く
そ
の
説
な
し
と
す
る
も 

の
が
あ
る
。(

扶

老•

探
霊
等)

然
る
に
本
鈔
は
聖
祖
「当
身
の
大
事
」
な
り
と
な
す 

に
於
て
は
、
誰
人
も
異
議
な
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
然
る
所
以
は
、
宗
旨
の
大
事
を 

宣
明
せ
る
が
為
で
あ
る
。
宗
旨
の
大
事
と
は
本
門
の
三
大
秘
法
に
外
な
ら
ぬ
。
」
 

当
身
の
大
事
な
る
観
心
本
尊
鈔
に
は
三
秘
は
宣
明
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
述
べ
て 

い
る
。

筆
者
は
此
の
述
辞
に
強
い
共
感
を
覚
え
る
。
こ
れ
は
今
問
う
と
こ
ろ
の
理
由
で
は
無
く
、
本 

鈔
(

『観
心
本
尊
鈔
』)

の
主
著
と
し
て
の
重
大
性
、
「
既
に
、
戒
壇
建
立
を
理
想
と
す
、
当
身 

大
事
た
る
本
鈔
に
、
こ
の
法
門
全
く
欠
く
の
理
な
し
。
」
と
望
月
師
が
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
 

此
の
文
は
、
戒
の
法
門
と
建
物
の
戒
壇
と
が
強
く
意
識
さ
れ
、
筆
者
が
求
め
る
本
門
戒
の
法
門 

が
揺
る
ぎ
な
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
望
月
師
は
本
門 

の
戒
壇
と
は
建
物
の
こ
と
の
み
で
無
く
、
人
間
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
事
や
物
を
法
華
経
を
主
眼
と 

し
て
解
明
す
る
法
門
と
し
て
建
立
さ
れ
た
こ
と
を
闡
明
し
た
や
に
思
わ
れ
る
の
で
も
あ
る
。
 

「
富
木
殿
御
返
事
」
に
は
、
壽
量
品
の
久
遠
の
本
仏
と
肝
要
の
五
字
を
弘
め
る
宗
祖
自
身
の 

自
負
心
が
際
立
っ
て
い
る
。
叡
山
の
円
戒•

円
慧•

円
定
は
像
法
迹
門
で
あ
る
が
、
宗
祖
は
そ 

れ
を
確
か
な
土
台
と
し
て
、
今
や
弘
め
る
法
門
は
壽
量
品
か
ら
顕
出
し
た
末
法
本
門
の
円
戒• 

円

慧•

円
定
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
宗
祖
は
天
台•

伝
教
両
大
師
に
対
し
優
越
を
表
明
し
て
い 

る
。
「富
木
殿
御
返
事
」
で
宗
祖
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
、
こ
の
書
状
に
信
頼
を
寄
せ
る
望
月
師
は
、
 

叡
山
の
戒
壇
に
も
、
宗
祖
自
身
の
戒
壇
に
も
戒
定
慧
の
三
学
が
ず
し
り
と
そ
の
位
置
を
占
め
て 

い
る
こ
と
を
言
外
に
認
め
て
い
る
と
言
い
得
る
。

さ
す
れ
ば
、
我
々
は
叡
山
戒
壇
が
宗
祖
に
強
い
影
響
を
与
え
た
こ
と
も
重
視
し
、
こ
の
視
点 

か
ら
本
門
の
戒
壇
及
び
本
門
の
円
戒
法
門
に
迫
ら
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。«

本
稿
最
後
に

論
述»望

月
歓
厚
師
は
戒
壇
法
門
に
関
し
次
の
様
に
記
述
し
て
い
る
。
こ
れ
迄
の
検
討
と
重
複
す
る 

の
で
、
今
は
参
考
ま
で
に
引
用
し
て
置
く
。
な
お
、
こ
れ
は
『観
心
本
尊
鈔
』
に
対
す
る
論
評 

で
あ
る
。「

さ
れ
ば
、
本
鈔
正
宗
分
に
、
所
観
段
、
本
地
娑
婆
世
界
の
常
住
を
説
く
は
、
事
壇
建
立 

の
根
柢
、
本
国
土
冥
に
し
て
始
め
戒
壇
あ
る
な
り
。
こ
れ
本
尊
所
住
の
事
の
戒
壇
な
り 

と
い
ふ
べ
く
。
ま
た
能
観
段
に
受
持
即
成
を
論
ず
る
は
、
理
の
戒
法
受
持
に
し
て
、
行 

者
信
受
の
戒
法
た
る
理
壇
に
外
な
ら
ず
、
流
通
段
に
能
弘
の
導
師
、
本
化
上
行
日
蓮
を 

強
調
す
る
は
、
こ
れ
本
化
の
僧
寶
に
し
て
、
三
寶
に
約
す
る
本
門
戒
壇
の
本
体
た
る
本 

僧
を
教
へ
た
の
で
あ
る
。
特
に
摂
折
を
論
じ
て
王
仏
の
冥
合
を
暗
示
せ
る
が
如
き
、
戒 

壇
法
門
に
非
ず
し
て
何
ぞ
や
。

戒
壇
の
法
門
が
本
尊•

題
目
に
比
し
て
隠
約
に
し
て
顕
著
な
ら
ざ
る
は
、
事
相
た
る 

が
故
に
一
重
の
難
事
な
れ
ば
、
こ
れ
を
将
来
に
譲
れ
た
る
は
勿
論
な
れ
ど
も
、
ま
た
本 

鈔
(

『観
心
本
尊
鈔
』)

の
当
分
に
お
い
て
そ
の
理
由
を
求
む
れ
ば
、
事
壇
は
、
未
来
を 

期
し
、
理
壇
は
、
行
の
三
秘
の
主
体
に
し
て
、
い
ま
本
鈔
所
説
の
体
門
の
三
秘
に
は
、
 

本
尊
と
題
目
と
を
主
体
と
す
る
が
為
め
な
る
べ
き
歟
」

(

『遺
文
講
義
巻
三
』
望
月
歓
厚
著 

五
十
八
頁) 

因

三

徳

説

へ

の

批

判(
其
の
一)

誓
願
と
宣
言
と
の
意
味
内
容
は
全
く
異
な
る
。
誓
願
と
は
、
主
体
者
が
実
現
を
願
い
、
そ
の 

達
成
に
向
け
て
最
大
の
努
力
を
す
る
べ
く
固
く
自
分
に
誓
う
こ
と
で
あ
る
。
場
合
に
よ
り
、
仏 

前
、
特
定
の
人
に
対
し
て
そ
の
誓
い
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
あ
る
。
誓
願
に
あ
っ
て
は
、
願 

う
事
柄
は
孰
れ
も
未
達
成
の
も
の
で
あ
り
、
誓
願
者
に
は
達
成
責
任
は
問
わ
れ
な
い
。
。
 

こ
れ
に
対
し
、
宣
言
と
は
、
個
人
ま
た
は
団
体
が
そ
の
意
志
や
方
針
を
明
確
に
し
世
間
に
対 

し
て
表
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
概
ね
達
成
責
任
を
問
わ
れ
る
。
 

主
•

師
•

親
の
三
徳
と
は
、
全
く
異
な
る
三
つ
の
人
格
が
そ
れ
ぞ
れ
が
果
た
す
べ
き
役
割
を 

遂
行
し
た
と
こ
ろ
に
顕
わ
れ
る
全
く
異
な
っ
た
徳(
支
配
保
護
の
徳
、
指
導
啓
発
の
徳
、
慈
愛 

生
育
の
徳)

の
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
円
満
に
具
備
す
る
存
在
は
三
千
世
界
の
中
で
本
佛• 

神
以
外
に
考
え
ら
れ
な
い
。
果
た
し
て
、
宗
祖
が
三
徳
を
具
備
出
来
る
ほ
ど
の
半
生
を
送
ら
れ 

た
の
か
、
尋
ね
て
み
よ
う
。

「親
の
徳
」
に
つ
い
て
。
宗
祖
は
半
生
に
お
い
て
、
妻
子
な
く
、
家
庭
を
持
た
ず
、
人
の
子 

と
し
て
は
父
母
を
敬
愛
し
続
け
ら
れ
、
父
母
亡
き
後
は
そ
の
菩
提
を
祈
り
続
け
ら
れ
た
。
則
ち
、
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子
と
し
て
は
父
母
を
思
い
続
け
た
が
、
ご
自
身
は
家
庭
無
く
、
子
無
く
、
親
の
徳
を
一
切
積
ん 

で
い
な
い
。

「師
の
徳
」
に
つ
い
て
。
宗
祖
は
清
澄
山
に
ご
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
道
善
御
房
と
い
う
師 

匠
が
い
て
、
父
母
に
代
わ
る
大
恩
を
戴
く
存
在
で
あ
る
。
修
学
後
は
師
の
教
学
に
背
い
て
、
山 

を
下
り
、
釈

尊•

天
台•

伝
教
を
法
華
教
学
上
の
師
範
と
仰
ぎ
、
自
ら
を
末
座
に
置
い
て
三
国 

四
師
と
自
負
し
た
。
宗
祖
の
教
学
活
動
に
信
を
抱
く
多
く
の
弟
子•

檀
那
に
恵
ま
れ
て
師
の
徳 

を
恣
に
さ
れ
た
。
但
、
宗
祖
の
激
し
い
弘
教
に
些
か
た
め
ら
う
弟
子
が
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は 

推
し
て
知
る
べ
し
。

「国
の
徳
」
に
つ
い
て
。
宗
祖
は
国
主
と
は
疎
遠
の
立
場
に
あ
り
、
国
を
憂
い
『立
正
安
国
論
』
 

を
建
白
し
た
が
、
結
局
は
伊
豆
へ
流
刑
の
憂
き
目
に
遭
い
、
更
に
、
文
永
八
年
に
は
龍
口
で
の 

処
刑
、
佐
渡
へ
の
流
刑
と
厳
し
い
断
罪
を
受
け
た
。
そ
し
て
、
文
永
十
一
年
に
鎌
倉
幕
閣
か
ら
、
 

国
を
統
治
す
る
上
で
宗
祖
の
法
華
一
乗
の
宗
教
思
想
は
受
け
容
れ
ら
れ
ず
、
結
局
は
三
度
目
の 

諫
暁
は
実
ら
な
か
っ
た
。
国
を
司
る
為
に
は
民
心
掌
握
の
た
め
の
経
済
政
策
や
各
宗
教
を
含
む 

様
々
な
政
治
的
配
慮
や
統
治
す
る
為
の
圧
倒
的
な
軍
事
力
の
増
強
等
の
権
謀
術
作
を
用
い
る
統 

治
能
力
が
必
要
で
あ
り
、
特
定
の
宗
教
の
み
が
国
に
果
た
し
得
る
余
地
が
少
な
い
こ
と
を
思
い 

知
ら
さ
れ
た
宗
祖
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
宗
祖
に
は
政
治
的
な
意
味
で
の
国
の
徳
と
い
う
概
念 

は
幻
に
近
き
も
の
、
無
き
に
等
し
か
っ
た
も
の
と
推
察
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
 

本
稿
最
初
に
考
察
し
た
三
徳
説
を
信
奉
す
る
多
く
の
論
者
が
一
様
に
取
り
出
す
論
拠
に
、
『開 

目
抄
』
の
冒
頭
部
分
に

「夫
一
切
衆
生
の
尊
敬
す
べ
き
者
三
つ
あ
り
。
所
謂
主•

師
•

親
こ
れ
な
り
。
又
習
学
す 

べ
き
物
三
つ
あ
り
。
所
謂
儒•

外
•

内
こ
れ
な
り
。
」

(

『開
目
抄
』

池
上
朝
夕
諷
誦 

二
八
四
頁) 

と
、
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
る̂

石
川
師
は
前
出
文
で
「主•
師•
親
の
三
徳
具
足
を
も
つ 

て
す
る
こ
と
は
、
独
り
聖
人
の
宗
教
だ
け
が
持
つ
所
の
特
色
で
あ
る
。
」
と
述
べ
、
「今
此
三
界 

…
」
の
法
華
経
中
の
三
徳
偈
を
取
り
出
し
深
い
関
係
性
を
論
ず
る
ほ
ど
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
三 

大
誓
願
は
主
師
親
三
徳
具
備
の
宣
言
で
あ
る
と
い
う
結
論
へ
の
流
れ
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
 

宗
祖
は
本
鈔
冒
頭
で
道
徳
上
の
三
徳
は
世
俗
上
で
は
一
往
の
真
理
で
あ
る
と
読
者
の
注
意
を 

三
徳
に
向
け
さ
せ
た
後
に
、
し
か
し
、
宗
教
上
で
は
こ
れ
を
否
定
す
る
生
き
方
が
時
に
発
生
す 

る
こ
と
を
強
調
し
よ
う
と
さ
れ
た
。
ま
さ
に
逆
説
の
論
理
と
し
て
、
『開
目
抄
』
は
、
宗
祖
ご 

自
身
の
批
判
精
神
に
富
み
な
が
ら
も
犠
牲
的
な
半
生
の
す
ベ
て
が
全
編
を
貫
き
な
が
ら
記
述
さ 

れ
て
い
る
も
の
と
確
信
し
た
い
。

宗
祖
は
こ
の
書
に
於
て
、
宗
教
の
自
由
な
生
き
方
が
社
会
を
改
新
す
る
優
れ
た
思
想
を
生
む

こ
と
、
既
成
概
念
を
打
ち
破
り
、
優
れ
た
新
価
値
概
念
を
産
み
出
す
に
は
、
国
家
や
国
民
か
ら 

指
弾
を
受
け
続
く
こ
と
も
あ
る
。
い
ま
、
宗
祖
は
そ
の
厳
罰
下
に
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
宗
祖
自 

身
の
無
私
な
生
き
方
を
理
解
し
、
信
じ
て
欲
し
い
と
、
強
く
主
張
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
 

解
釈
す
る
。

従
っ
て
、
冒
頭
の
三
徳
を
以
て
結
論
部
の
三
大
誓
願
に
直
接
に
約
す
る
関
係
性
は
無
く
、
高 

論
と
言
う
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
。

出

三

徳

説

へ

の

批

判(
其
の
二)

「各
論
第
三 

聖
人
自
ら
末
法
の
法
華
経
の
行
者
現
前
の
主
師
親
た
る
こ
と
を
説
い
て 

大
慈
折
伏
自
行
化
他
の
功
徳
を
明
か
す 

第
十
四
節
能
化
と
し
て
の
聖
人
の
化
導
最
初
の
三
大
誓
願
を
説
く 

大
願
を
立
て
よ
う
。(

た
と
へ)

日
本
国
の(
皇
の
御)

位
を
譲
ろ
う(

ほ
ど
に) 

法
華
経
を
捨
て
て
観
経(
無
量
寿
経)

等
に
つ
い
て
後
生(
極
楽)

を
期
し
な
さ
い(
と 

誘
惑
せ
ら
れ
よ
う
と
も
汝
の
命
を
取
る
と
い
っ
て
も
、
ま
だ
改
め
ぬ
か
ら
、
汝
の
最
敬 

愛
の)

父
母
の
頸
を
刎
ね
る
ぞ
念
仏
申
さ
な
け
れ
ば(
と
迫
害
せ
ら
れ
る)

な
ど
の
種
 々

の
大
難
が
出
て
来
て
も
、
智
者
に
教
義
上
の
正
し
い
道
理
か
ら
、
文
証•

現
証
ま
で
具 

え
て
、
我

が
(

立
て
る)

義
を
破
ら
れ
る
の
で
な
け
れ
ば(

ど
ん
な
事
が
あ
っ
て
も) 

用
ひ
な
い(

と
心
に
き
め
た)

の
で
あ
る
。

(
皇
位
を
譲
ろ
う
、
父
母
の
頸
を
刎
ね
よ
う
と
い
ふ
ほ
ど
の
事
す
ら
、
 

さ
う
で
あ
る 

か
ら)

其
の
外
の
大
難
は
、
風
の
前
の
塵(

の
や
う
に
、
言
う
に
足
り
な
い
の)

で
あ 

る
。(

か
や
う
に
決
心
し
て)

我
れ
日
本
の
柱(
と
な
っ
て
、
此
の
国
の
衰
滅
を
防
ぐ
救
主)

と
な
ら
う
。
 

我
れ
日
本
の
眼
目(

と
な
っ
て
、
此
の
国
の
衆
生
の
正
邪
の
眼
を
開
く
導
師)

と
な 

ら
う
。.

我
れ
日
本
の
大
船(
と
な
っ
て
、
此
の
国
の
衆
生
を
生
死
の
波
濤
か
ら
、
護
り
救
う 

親)

と
な
ら
う

等
と
誓
っ
た(

本)

願
は
、(

た
と
へ
ど
ん
な
事
が
出
て
来
て
も)

破
っ
て
は
な
ら
な 

い
の
で
あ
る
。

右
の
山
川
智
応
師
の
論
述
か
ら
判
明
す
る
こ
と
は
、
三
大
誓
願
を
能
化
と
し
て
の
聖
人
の
化 

導
最
初
の
説
法(
宣
言
に
近
い
行
為)

と
し
、
本
体
の
柱•

眼
目•

大
船
の
三
つ
を
主
師
親
三 

徳
に
割
り
当
て
て
い
な
が
ら
、
全

体

を

誓

願•:

と
な
ら
う)

と
捉
え
、
宣
言
に
誓
願
的
要
素 

を
含
ま
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
国
主
を
衰
滅
を
防
ぐ
「救
主
」
と
置
き
換
え
、
い
わ
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ゆ
る
主
師
親
三
徳
の
一
角
を
崩
し
、
国
の
衰
滅
を
防
ぐ
者
な
ら
ば
徳
有
り
と
為
し
て
、
国
主
で 

あ
ろ
う
が
無
か
ろ
う
が
誰
で
も
良
い
こ
と
に
し
た
。
山
川
説
の
意
図
す
る
こ
と
は
一
体
何
で
あ 

ろ
う
か
。

凡
そ
主
師
親
の
三
徳
が
指
示
す
る
こ
と
は
恩
に
感
謝
す
る
心
の
大
切
さ
で
あ
っ
て
、
恩
を
受 

け
た
者
が
為
す
べ
き
行
為
即
ち
、
報
恩
行
と
い
う
行
動
へ
の
勧
奨
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
方
で 

徳
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
原
則
的
に
は
恩
を
施
す
側
に
備
わ
る
「道
を
悟
っ
た
立
派
な
行
為
、
 

善
い
行
い
を
為
せ
る
性
格•

品
性
」
を
い
う
。
そ
れ
は
施
す
側
が
所
持
包
摂
し
て
い
る
と
い
う 

こ
と
で
あ
る
。

す
る
と
、
山
川
説
で
の
国
主
の
徳
に
限
れ
ば
、
国
の
衰
滅
を
防
ぐ
能
力
を
徳
と
言
い
、
そ
の 

徳
を
包
摂
す
る
国
主
は
突
然
に
代
わ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
徳
は
決
ま
っ
た
国
主
ひ
と
り
が
専 

有
す
る
も
の
で
無
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
現
実
の
政
治
は
常
に
流
動
的
で
、
勝
者
は
常
に
敗 

者
と
入
れ
替
わ
り
、
国
主
の
徳
に
預
か
る
時
は
短
く
、
預
か
れ
る
民
は
僅
か
で
あ
る
。
 

理
念
上
の
国
主
の
徳
と
い
え
ど
も
、
現
実
は
覇
権
者
に
依
っ
て
変
転
す
る
の
で
、
三
大
誓
願 

の
日
本
の
柱
へ
国
主
の
徳
を
宛
て
て
、
そ
れ
を
仏
が
具
備
し
、
仏
ひ
と
り
が
専
有
す
る
と
い
う 

構
図
は
成
り
立
た
な
い
こ
と
に
な
る
。
上
行
菩
薩
や
宗
祖
に
国
主
の
徳
を
被
せ
る
こ
と
は
強
引 

す
ぎ
、
論
理
が
通
ら
な
い
の
で
は
な
い
の
か
。

若
し
、余
人
が
全
て
の
国
の
国
主
の
盛
衰
を
含
め
て
仏
の
徳
に
宛
て
る
と
主
張
す
る
な
ら
ば
、
 

世
界
統
一
国
家
が
成
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
現
実
的
に
不
可
能
で
あ
っ
て
、
そ
の 

理
屈
は
画
に
描
い
た
餅
に
過
ぎ
な
い
。

師
の
徳
、
親
の
徳
に
関
し
て
も
同
様
な
こ
と
が
言
い
得
る
。
師
の
徳
に
も
様
々
な
思
想
を
教 

え
る
師
が
お
り
、
道
徳
的
範
疇
に
留
ま
る
場
合
と
は
み
出
る
場
合
と
が
あ
っ
た
り
、
生
き
方
、
 

理
念
の
教
え
も
複
雑
で
あ
る
。
親
の
徳
に
つ
い
て
も
、
親
の
利
己
心
が
絡
ま
り
、
虐
待
等
極
め 

て
複
雑
化
し
て
い
る
。
今
の
時
代
に
は
三
徳
も
、
そ
の
具
備
も
死
語
に
等
し
い
。
か
く
の
如
く
、
 

三
徳
説
は
仏
の
普
遍
性
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
い
か
。
 

山
川
師
は
、
誓
願
前
の
拒
絶
条
件
で
「皇
位
を
譲
ろ
う
と
言
わ
れ
て
も
、
そ
う
し
た
誘
惑
に 

は
絶
対
乗
ら
な
い
」
と
解
説
し
な
が
ら
、
聖
人
が
、
国
主
た
る
天
皇
に
似
た
「
国
の
救
済
主
」
 

に
な
ろ
う
と
誓
願
し
た
と
い
う
。
こ
れ
は
自
家
撞
着
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、柱
は
、支
え
る
、
 

頼
り
に
な
る
こ
と
を
言
う
が
、
聖
人
は
固
よ
り
政
治
家
で
は
無
く
宗
教
者
で
あ
る
の
で
、
こ
こ 

で

は

「御
仏
の
教
え
を
説
い
て
国
を
支
え
て
ゆ
こ
う
」
と
の
誓
願
と
拝
解
す
べ
き
で
は
な
か
ろ 

う
か
。
な
お
、
こ
こ
で
い
う
御
仏
と
は
、
日
本
仏
教
を
統
合
す
る
法
華
経
の
久
遠
の
本
仏
、
釈 

迦
牟
尼
仏
で
あ
る
。

更
に
、
眼
目
を
「衆
生
の
正
邪
の
眼
を
開
く
導
師
」
と
掲
げ
る
が
、
そ
の
前
提
目
標
に
「法

華
経
に
よ
る
日
本
仏
教
の
統
合
」
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
教
判
を
確
立
す
る
た
め
に
、
 

本
門
の
戒
壇
が
建
立
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
戒
壇
に
は
本
門
戒
の
重
要
な
使
命
が
託
さ
れ
る
の 

で
あ
る
。

更
に
、
大
船
を

「衆
生
を
生
死
の
波
濤
か
ら
、
護
り
救
う
親
」
と
解
釈
さ
れ
る
が
、
護
り
救 

う
お
方
は
前
述
の
通
り
本
佛
の
為
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
親
の
徳
を
遥
か
に
超
え
る
、
 

五
字
の
題
目
の
修
行
に
帰
一
す
る
。

な
お
、
山
川
師
は
三
大
誓
願
を
は
る
か
以
前
の
立
教
開
宗
直
前
に
決
定
し
た
と
推
定
す
る
。
 

宗
祖
一
代
の
折
伏
行
は
仏
教
の
法
華
経
に
よ
る
統
一
に
あ
り
、
決
し
て
三
徳
を
目
指
し
た
も
の 

で
無
い
、
と
す
る
な
ら
ば
、
三
大
誓
願
は
三
徳
具
備
を
宣
言
し
た
も
の
で
無
い
こ
と
は
自
明
で 

あ
ろ
う
。
た
だ
山
川
説
は
三
大
誓
願
を
素
直
に
誓
願
と
捉
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
共
感
を
覚
え
る
。
 

(A)
三
大
秘
法
具
備
へ
の
新
解
釈

望
月
歓
厚
師
が
述
べ
る
よ
う
に
三
大
秘
法
は
『開
目
抄
』
『観
心
本
尊
鈔
』
に
具
明
さ
れ
て 

い
る
筈
で
あ
る
。
ま
た
、
戒
壇
は
建
物
を
意
味
す
る
だ
け
で
無
く
、
戒

定

•*
の
三
学
が
ず
っ
し 

り
と
位
置
を
占
め
て
い
る
。
然
る
に
、
二
大
部
に
は
、
三
秘
の
中
の
本
門
の
戒
壇
は
「隠
約
、
 

文
裏
に
こ
れ
を
説
く
の
み
」
と
さ
れ
、
文
上
か
ら
姿
を
消
し
て
い
る
と
い
う
。
然
し
、
姿
を
消 

し
た
理
由
に
挙
げ
ら
れ
た
『事
相
た
る
が
故
に
一
重
大
難
之
れ
有
る
歟
』
は
成
立
し
な
い
と
前 

述
の
通
り
論
破
さ
れ
た
。
こ
の
二
律
背
反
を
納
め
る
考
え
方
は
果
た
し
て
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
 

筆
者
は
整
然
と
「あ
る
」
と
言
明
し
ま
す
。
即
ち
、
宗
祖
は
三
秘
を
建
立
し
た
と
表
明
し
、
 

衆
目
は
具
明
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
な
ら
ば
、
『開
目
抄
』
『観
心
本
尊
鈔
』
を
読
み
な
が 

ら
、余
り
に
無
数
に
書
か
れ
て
い
る
戒
壇
法
門
が
全
く
見
え
て
い
無
い
の
で
は
な
い
か
。
隠
約
、
 

文
裏
に
こ
れ
を
説
く
の
み
と
聞
か
さ
れ
、
自
分
も
他
に
そ
う
言
い
、
結
局
、
誰
も
見
よ
う
と
し 

な
く
な
っ
た
。

戒
壇
法
門
の
何
た
る
か
を
真
剣
に
追
求
し
な
い
こ
と
こ
そ
、
誰
も
が
二
律
背
反
の
迷
路
に
堕 

ち
、
そ
の
上
で
在
る
も
の
が
見
え
な
く
な
っ
た
最
大
の
原
因
で
あ
る
と
申
し
た
い
。
 

で
は
、
在
る
も
の
と
は
何
か
。
そ
れ
は
間
違
い
な
く
本
門
の
戒
壇
で
あ
り
本
門
の
三
学
の
円 

定
•

円
戒•

円
慧
で
あ
る
。

本
稿
が
設
定
し
た
幾
つ
か
の
項
目
に
沿
っ
て
、
宗
祖
の
叙
述
を
大
雑
把
に
検
討
を
し
て
く
る 

中
で
、
本
門
の
戒
壇
の
記
述
は
宗
祖
ご
自
身
の
為
さ
れ
た
行
為
に
す
べ
て
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。
 

即
ち
、
人
格•

品
性
に
関
わ
る
事
柄
を
始
め
無
数
に
亘
る
の
で
あ
る
。
そ
の
検
討
の
結
果
を
試 

論
と
為
し
て
大
本
山
本
開
寺
報(
第
七
、
八
、九
号)

で
逐
次
発
表
し
て
き
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご 

高
覧
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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三
大
誓
願
の
新
解
釈

こ
れ
ま
で
三
大
誓
願
の
伝
統
的
通
釈
に
始
ま
り
、
人
開
顕
と
の
関
係
、
そ
し
て
三
徳
説
へ
の 

批

判
(

其
の
一
、
其
の
二)

を
大
雑
把
に
展
開
し
て
き
た
の
で
、
結
論
を
述
べ
ま
す
。
 

誓
願
と
宣
言
と
は
異
な
り
、
宗
祖
の
三
大
誓
願
は
明
ら
か
に
誓
願
に
属
し
、
こ
れ
を
宣
言
に 

宛
て
る
こ
と
は
祖
意
に
背
く
。
ま
た
、
主
師
親
の
三
徳
は
国
主
に
於
て
も
、
師
に
於
て
も
、
親 

に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
に
徳
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
宗
祖
の 

半
生
の
生
き
方
が
三
徳
の
考
え
方
と
相
反
し
、
殊
に
国
主
、
親
の
徳
と
は
大
き
く
ズ
レ
て
い
る 

故
、
伝
統
の
三
徳
説
を
適
応
す
る
事
は
で
き
な
い
。

ま
た
、
三
大
秘
法
が
新
し
い
考
え
方
に
変
わ
れ
ば
、
そ
れ
を
生
み
、
そ
れ
を
構
成
す
る
も
の 

が
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
既
に
夫
れ
な
り
の
成
果
を
得
て
い
る
、夫
れ
に
依
れ
ば
、
 

三
大
秘
法
の
源
泉
乃
至
源
思
想
は
三
大
誓
願
以
外
に
は
他
に
候
補
は
全
く
見
つ
か
ら
な
い
。
 

若
し
、
三
大
誓
願
を
主
師
親
三
徳
の
発
願
立
誓(
実
質
は
宣
言
の
こ
と)

と
古
い
考
え
を
押 

し
通
し
た
た
め
に
、
宗
祖
教
学
の
根
本
た
る
三
大
秘
法
の
成
立
次
第
研
究
に
関
し
て
大
障
害
を 

惹
起
し
、
佐
渡
期
に
お
け
る
本
門
の
戒
壇
の
宗
門
的
な
研
究
を
固
く
閉
ざ
し
て
し
ま
っ
た
と 

言
っ
て
過
言
で
な
い
の
で
あ
る
。

さ
す
れ
ば
、
三
大
誓
願
と
は
な
に
か
、
今
や
、
答
は
自
明
で
あ
る
。
柱
•

眼
目•

大
船
の
こ 

と
ば
が
象
徴
す
る
働
き
を
素
直
に
求
め
れ
ば
、
日
本
の
柱
と
は
日
本
仏
教
を
支
え
る
柱
の
意
で 

あ
る
か
ら
、
「
日
本
仏
教
を
支
え
よ
う
」
と
い
う
誓
願
に
な
り
、
同
様
に
「
日
本
仏
教
を
統
合 

す
る
」
、
「
日
本
仏
教
を
牽
引
す
る
」
と
の
誓
願
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
と
見
做
し
た
い
。
そ
れ
も
、
 

法
華
本
門
の
基
盤
の
上
に
立
っ
て
の
宗
祖
の
誓
願
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ 

は
、
本
抄
に
お
い
て
三
大
誓
願
を
宣
言
す
る
こ
と
は
、
宗
祖
が
後
に
闡
明
す
る
本
門
戒
壇
に
お 

い
て
正
し
く
誓
願
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

資料1

「開目抄についてJ
本門戒壇理論の成立鶏図

令和7年10月28日

於 本囲寺

6年経過

7年経過

8年経過

9年経過

i 0 年経過

弘安4年著述といふ

1282年

『三大秘法東承事』 

<真偽未決の書)

--- 三大秘法開出の原点----

「本尊勢」以後、戒壇理論の進展があったのか？

真蹟未だ出ぬまま700年 「本尊勢』以後、新戒壇理論が構築されたのか？

い +い4
何れも、佐中の戒壇理論が不明ではすべて不明 

「三大秘法東承事』を離れ佐渡直結で思考しよう

「日蓮宗 
宗義天綱」

うち広布完了後の 

本門の事戒壇建立 

永遠に実現不可能

1 . 法華経で大乗の頂点となった本門の戒とは？

2 .上行菩薩の戒とはいかなるものか？(法華経)

3 .比叡の戒壇を如何に絶賛し受容したか？(撰時抄)

4 .宗祖ご自身の戒は どの様であったか？ (開目抄)

5 .「人開顕理論」と本門戒との関連は？(開目抄)

6 . 三大誓願が三徳具備宣言なら本門戒は喪失？ (開目抄)

7 . 三大誓願は三大秘法の揺りかご ・ 源思想 
(法華取要抄)

8 .『開目抄』に明示される本門戒の諸相

ーー 本門戒壇の戒・定・ﾡの実義等分類への試論 ーー

身延

建治2年 建治1年 文永11年 文永1 0年 文永9年 文永8年

1 276年 1 275年 1 274年 1 273年 1 272 年 1271年

「報題勉」 「時抄」 「法華取要抄』 『観心本尊鈔』 「開目抄」
生

死

宗

本 最 祖 大

門 大 M 三 事

の の 難 学

1
ス 血

戒 深 事 の 1 開| 脈

壇 秘 ほ 三 抄

の ぼ 大

正 完 誓 年
法 「三大事を建立す」 成 願 半

(宣言) 1 
|

身延 身延 身延入山 佐渡一の沢 佐渡塚原

-----この5年間で日蓮教学がほぼ完成------

三大秘法は相即している

本門の戒壇

円定 ( 柱) 本尊 (全ての人を温かく救う)

円戒 (眼目) 戒壇 (法華経 ・ 本僧 に学ぶ智慧)

円慧 (大船) 題目 (皆と助け合い共に歩む信心)

一この本門の戒壇の構造は御遺文に基づく -

完成したのに何故、教学の根本にあるべき「本門の事の戒壇教学」が全く不明なのか? 

「本門の事の戒壇教学」を閉ざして仕舞う、何か伝統の下に足止めがあるに違いない。 

人開顕は宗祖が上行菩薩の応現との自覚を持たれた事をいい、仏に崇めることでは無い。 

三大誓願を«三徳具備宣言»とするなら、宗祖に下種の本門戒は脱益し切り、熔解し不問へ 

三大誓願を包摂者でなく、誓願に身をﾡじる行動者と受け止めるなら、真の人開顕理論の構築へ 

宗祖は、ご自身に本門戒が熟し行き、霊格を具備し、菩薩道に入界した確信を持たれた。

『開目抄』『本尊鈔』は宗祖がご自身の本門戒の熟し行きをつぶさに叙述された書である。 

二大書の完成は、本門の戒壇の眼目たる法華一妙の用•力•戒等が整ったことを明示する。

( 構成作図 本四寺 早川日章 責 )
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宗
立
の
戒
壇
院
建
立
考8

本
園
寺
執
事
長
代
行 

北

村

壽

教

 

前
回
に
引
き
続
き
、
大
聖
人
の
事
蹟
よ
り
戒
壇
建
立
の
意
趣
を
読
み
解
い
て
い
き
た
い
と
思 

い
ま
す
。

佐
渡
流
罪
に
お
い
て
、
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
三
つ
の
史
実
が
あ
り
ま
す
。

一
、
塚
原
問
答

文
永
九
年(
1
2
7
2

年)

正
月
十
六
日
の
塚
原
問
答
は
、
佐
渡
の
塚
原
三
昧
堂
に
お
い
て
、
 

諸
宗
の
僧
徒
と
日
蓮
聖
人
が
初
め
て
公
場
対
論
さ
れ
た
記
録
で
す
。
そ
の
立
ち
会
い
の
奉
行
は 

本
間
重
連
で
す
。
『法
華
浄
土
問
答
抄
』
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
大
聖
人
が
書
か 

れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
多
く
の
念
仏
宗
の
僧
徒
並
び
に
武
士
達
が
大
聖
人
に
帰
依
し
た
こ
と
を 

門
下
一
同
に
伝
え
る
目
的
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
す
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
「宗
立
の 

戒
壇
院
建
立
考5
 • 6

」
に
示
し
た
通
り
、
「公
場
対
論
勝
利
」
と

「
王
臣
帰
依
」
に
よ
り
、
当 

宗
独
立
の
「戒
壇
建
立
の
勅
許
」
に
繋
が
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

但
し
こ
の
公
場
対
論
は
、
幕
府
の
許
可
を
得
て
い
な
い
非
公
式
の
問
答
で
す
。
大
聖
人
は
、
 

ご
自
身
の
存
命
中
に
戒
壇
建
立
が
果
た
せ
な
く
て
も
、
御
弟
子
達
に
そ
の
公
場
対
論
の
典
型
例 

を
示
さ
れ
、
そ
の
遺
志
を
継
が
せ
る
目
的
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

二
、
授
識
灌
頂

佐
渡
に
お
い
て
、
日
蓮
聖
人
が
最
蓮
房
な
る
者
に
授
識
灌
頂
を
な
さ
っ
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。
 

最
蓮
房
は
、
元
々
、
八
宗
兼
学
中
の
日
蓮
聖
人
と
京
で
知
り
合
っ
た
既
知
の
仲
で
あ
り
、
文 

永

元

年(
1
2
6
4

年)

三
月
、
山

門
(

叡
山)

を
自
焼
し
、
同
年
五
月
に
三
井
寺
を
払
焼
し 

た
罪
よ
っ
て
佐
渡
に
流
さ
れ
た
天
台
宗
の
僧
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

御

書

『最
蓮
房
御
返
事
』
に
、

「何
と
な
く
と
も
貴
辺
に
去
る
二
月
の
比
よ
り
大
事
の
法
門
を
教
へ
奉
り
ぬ
、
結
句
は
卯
月 

八
日
夜
半
寅
の
時
に
妙
法
の
本
円
戒
を
以
て
受
職
灌
頂
せ
し
め
奉
る
者
な
り
」
と
あ
り
ま
す
。
 

『本
園
寺
年
譜
』
に
は

「文
永
九
年
二
月
朔
台
徒
最
蓮
、
門
人
と
為
り
日
浄
と
云
う
」
そ
し
て
「文
永
九
年
四
月
八 

日
夜
半
、
大
聖
人
、
本
門
戒
を
最
蓮
房
に
授
け
る
」
 

「文
永
九
年
四
月
十
五
日
佐
渡
の
国
の
日
静
へ
授
職
灌
頂
し
玉
う
。
此
の
人
は
本
間
重
連
が 

舎
兄
三
郎
左
衛
門
忠
氏
の
二
男
、
本
間
直
重
の
舎
弟
也
。
学
乗
房
日
静
と
号
す
。
山
門
に
て
学 

問
し
て
頗
る
博
識
の
導
師
の
器
あ
る
故
也
。
」
と
あ
り
ま
す
。
 

塚
原
問
答
を
聴
聞
し
た
結
果
、
最
蓮
房
は
二
月
の
初
旬
に
日
蓮
聖
人
の
正
し
い
法
門
に
感
化 

さ
れ
、
正
式
に
弟
子
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
二
月
は
改
宗
の
儀
で
あ
り
、
四
月
が
授
識
灌 

頂
に
当
た
る
と
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
学
乗
房
日
静
な
る
者
に
も
授
識
灌
頂
を
行
っ
て
い 

ま
す
。
学
乗
房
日
静
は
、
本
間
氏
の
親
族
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
或
い
は
一
谷
入
道(
近
藤
清
久) 

の
息
子
と
も
諸
説
が
あ
り
ま
す
。

先
の
条
件(
公
場
対
論
勝
利
と
王
臣
帰
依)

が
非
公
式
な
が
ら
揃
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日 

蓮
聖
人
自
ら
戒
師
と
な
り
、
謫
居
を
当
分(

一
分)

の
戒
壇
と
し
て
授
識
灌
頂
を
行
っ
た
と
考 

え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
こ
れ
ら
の
史
実
か
ら
、
日
蓮
聖
人
が
授
識
灌
頂
を
儀
式
と
し
て
重
ん
じ
て
い
た
こ
と
で 

す
。
最
蓮
坊
に
お
い
て
は
、
六
老
僧
や
中
老
僧
、
篤
信
の
檀
徒
に
対
し
て
、
「授
識
灌
頂
を
行
っ 

た
の
で
、
あ
な
た
達
と
同
門
の
行
者
と
な
っ
た
か
ら
、
お
見
知
り
お
き
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た 

内
容
を
弟
子
達
に
も
口
頭
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
 

総
合
的
な
仏
教
の
観
点
か
ら
、
主
に
真
言
密
教
の
流
れ
に
灌
頂
儀
式
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
 

日
蓮
聖
人
も
八
宗
兼
学
の
際
、
叡
山
の
台
密
の
灌
頂
儀
礼
、
東
寺
の
東
密
の
伝
法
灌
頂
を
御
覧 

に
な
り
、
自
ら
も
受
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
諸
宗
も
そ
の
流
れ
に
沿
っ
た
灌
頂
儀
式
を 

用
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
灌
頂
儀
式
を
受
け
た
場
合
、
阿
闍
梨
号
を
名
乗
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
 

大
国
阿
闍
梨
日
朗
、
大
和
阿
闍
梨
日
昭
、
白
蓮
阿
闍
梨
日
興
、
民
部
阿
闍
梨
日
向
、
伊
予
阿
闍 

梨
日
頂
、
蓮
華
阿
闍
梨
日
持
等
と
、
少
な
く
と
も
、
六
老
僧
が
阿
闍
梨
号
を
名
乗
っ
て
い
る
こ 

と
か
ら
、
我
が
宗
門
に
お
い
て
授
識
灌
頂
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
 

灌
頂
と
は
、
菩
薩
が
仏
に
な
る
時
、
そ
の
頭
に
諸
仏
が
水
を
注
ぎ
、
仏
の
位
に
達
し
た
こ
と 

を
証
明
す
る
こ
と
。
密
教
に
お
い
て
は
、
頭
頂
に
水
を
灌
い
で
諸
仏
や
曼
荼
羅
と
縁
を
結
び
、
 

正
し
く
は
種
々
の
戒
律
や
資
格
を
授
け
て
正
統
な
継
承
者
と
す
る
た
め
の
儀
式
と
云
わ
れ
て
い 

ま
すU法

華
経
に
お
い
て
、
こ

の

「灌
頂
」
に
関
す
る
内
容
を
見
出
し
ま
し
た
。
 

妙
法
蓮
華
経
授
学
無
学
人
記
品
第
九 

「
世
尊
は
慧
の
燈
明
な
り
我
授
記
の
音
を
聞
き
た
て
ま
つ
り
て
、
心
に
歓
喜
充
満
せ
る
こ
と 

甘
露
を
も
っ
て
灌
が
る
る
が
如
し
」
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「灌
が
る
る
」
と
い
う
表
現
が
、
灌
頂
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
灌
が
れ 

る

「
甘
露
」
に
つ
い
て
、
大
聖
人
の
見
地
が
御
書
『法
蓮
抄
』
及

び

『曾
谷
入
道
殿
御
返
事
』
 

等
の
中
に
記
述
が
あ
り
ま
す
。

『法
蓮
抄
』

「今
の
法
華
経
の
文
字
は
皆
生
身
の
仏
な
り
我
等
は
肉
眼
な
れ
ば
文
字
と
見
る
な
り
、
た
と 

へ
ば
餓
鬼
は
恒
河
を
火
と
見
る
、
人
は
水
と
見
、
天
人
は
甘
露
と
見
る
、
水
は
一
な
れ
ど
も
果 

報
に
し
た
が
つ
て
見
る
と
こ
ろ
各
別
な
り
、
此
の
法
華
経
の
文
字
は
盲
目
の
者
は
之
を
見
ず
、
 

肉
眼
は
黒
色
と
見
る
。
二
乗
は
虚
空
と
見(

諸
法
皆
空)

、
菩
薩
は
種
種
の
色(

諸
法
実
相) 

と
見
、
仏
種
純
熟
せ
る
人
は
仏
と
見
奉
る
」

『曾
谷
入
道
殿
御
返
事
』

「
此
の
経
の
文
字
は
皆
悉
く
生
身
妙
覚
の
御
仏
な
り
然
れ
ど
も
我
等
は
肉
眼
な
れ
ば
文
字
と 

見
る
な
り
、
例
せ
ば
餓
鬼
は
恒
河
を
火
と
見
る
。
人
は
水
と
見
る
天
人
は
甘
露
と
見
る
。
水
は 

一
な
れ
ど
も
果
報
に
随
つ
て
別
別
な
り
、
此
の
経
の
文
字
は
盲
眼
の
者
は
之
を
見
ず
、
肉
眼
の 

者
は
文
字
と
見
る
二
乗
は
虚
空
と
見
る
菩
薩
は
無
量
の
法
門
と
見
る
」
 

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
甘
露
と
は
仏
が
持
っ
て
い
る
智
慧(
妙
覚)

を
示
し
、
そ
の
授
け
ら 

れ
た
智
慧(
等
覚)

が
仏
と
同
等
の
存
在
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

よ
っ
て
翻
訳
し
た
鳩
摩
羅
什
は
、
阿
難
と
羅
喉
羅
を
始
め
と
す
る
二
千
人
の
声
聞
が
、
授
記 

と
同
時
に
仏
の
悟
っ
た
智
慧
の
境
地
に
到
っ
て
い
る
こ
と
を
「甘
露
を
も
っ
て
潅
が
る
る
が
如 

し
」
と
表
現
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
前
の
五
百
弟
子
品
の
大
衆
授
記
に
は
、
灌 

頂
に
い
た
る
過
程
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
区
別
を
鳩
摩
羅
什
は
使
い
分
け
て
い
る
の
か
も
し 

れ
ま
せ
ん
。

一
方
、
妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四
に
も
類
似
の
記
述
が
み
ら
れ
ま
す
。

「
父
遥
か
に
之
を
見
て
使
に
語
っ
て
言
わ
く
、
此
の
人
を
須
い
じ
、
強
い
て
将
い
て
来
る
こ
と 

勿
れ
。
冷
水
を
以
て
面
に
灑
い
で
醒
悟
す
る
こ
と
を
得
せ
し
め
よ
。
復
与
み
し
語
る
こ
と
な
か 

れ
。
所
以
は
何
ん
、
父
其
の
子
の
志
意
下
劣
な
る
を
知
り
、
自
ら
豪
貴
に
し
て
子
の
為
に
難
か 

る
る
を
知
っ
て
、
審
か
に
是
れ
子
な
り
と
知
れ
ど
も
、
而
も
方
便
を
以
て
他
人
に
語
っ
て
、
是 

れ
我
が
子
な
り
と
云
わ
ず
」

迦
葉
を
始
め
と
す
る
須
菩
提
、
迦
旃
延
、
目
連
尊
者
が
仏
の
悟
り
の
内
容
を
聞
き
、
そ
れ
に 

答
え

た

「長
者
窮
子
」
の
譬
喩
の
一
節
で
す
。
こ
こ
で
は
、
「水
」
と
表
現
し
て
灑
い
で
ま
す
。
 

先
の
日
蓮
聖
人
の
御
書
か
ら
「
人
は
水
と
見
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
ま
だ
長
者
の
息
子
が
悟
り 

き
れ
て
い
な
い
状
態
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
よ
っ
て
、
仏
の
究
極
の
智
慧
を
与
え
て 

も
、
そ
れ
を
受
け
容
れ
る
十
分
な
境
地
に
熟
し
て
な
け
れ
ば
、
甘
露
と
見
ず
水
を
灑
そ
が
れ
た

よ
う
な
も
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
ら
は
、
鳩
摩
羅
什
が
、
悟
り
の
境
地
の
違
い
を
表
現
し
た
も
の 

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
そ
れ
を
伝
え
る
上
で
、
灌
頂
が
仏
教
で
も
重
要
な
儀
式
で
あ
る
こ
と 

が
伺
え
ま
す
。

大
聖
人
が
授
識
灌
頂
を
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
は
、
日
取
り
か
ら
も
推
測
で
き
ま
す
。
『最
蓮 

房
御
返
事
』
そ

し
て

『本
窗
寺
年
譜
』
か
ら
も
、
最
蓮
房
の
授
識
灌
頂
を
釈
尊
降
誕
の
四
月
八 

日
に
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

一
方
、
学
乗
房
日
静
は
四
月
十
五
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
相
違
に
つ
い
て
、
『日
本
書
紀 

国
宝
北
野
本
巻
第2
2

』
の
記
述
か
ら
考
察
で
き
ま
す
。
 

「
十
四
年
夏
四
月
乙
酉
朔
壬
辰
、
銅
繡
丈
六
佛
像
並
造
竟
。
是
日
也
、
丈
六
銅
像
坐
於
元
興
寺 

金
堂
。
時
佛
像
、
高
於
金
堂
戸
、
以
不
得
納
堂
。
於
是
、
諸
工
人
等
議
日
、
破
堂
戸
而
納
之
。
 

然
鞍
作
鳥
之
秀
工
、
不
壞
戸
得
入
堂
。
即
日
、
設
齋
。
於
是
、
會
集
人
衆
、
不
可
勝
數
。
自
是 

年
初
毎
寺
、
四
月
八
日•

七
月
十
五
日
、
設
齋
」

こ
れ
は
、推
古
十
四
年(
6
 0
 6

年)

四
月
八
日
に
元
興
寺
金
堂(
飛
鳥
寺)

に
お
い
て
、
銅
仏• 

繡
仏
の
完
成
に
際
し
て
四
月
八
日
、
七
月
十
五
日
に
斎
会
を
毎
年
行
う
と
い
う
記
録
で
す
。
こ 

の

「
設
齋
」
は
花
祭
と
孟
蘭
盆
会
に
相
応
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
七
月
十
五
日
を 

鑑
み
、
日
蓮
聖
人
は
日
静
の
授
識
灌
頂
の
日
取
り
に
し
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
史
実
が
示
す 

よ
う
に
、
戒
壇
を
建
立
し
授
識
灌
頂
を
行
う
時
に
は
、
そ
の
日
付
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
る
こ 

と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

本H

寺
一
〇
四
世
伊
藤
日
慈
猊
下
が
、
求
法
講
院
で
花
祭
と
授
識
灌
頂
が
関
連
性
が
深
い
こ 

と
を
語
ら
れ
た
一
節
を
記
載
し
ま
す
。

「我
々
は
、
四
月
八
日
の
寅
の
刻
に
御
降
誕
さ
れ
た
釈
尊
を
祝
う
花
祭(

灌
仏
会)

を
奉
行
致 

し
ま
す
。
赤
子
の
お
釈
迦
様
に
不
死
の
水
と
し
て
甘
茶
を
注
ぎ
ま
す
。
ま
だ
仏
で
は
な
い
赤
子 

が

「今
此
の
三
界
は
、
皆
是
れ
我
が
有
な
り
。
其
の
中
の
衆
生
は
、
悉
く
是
れ
吾
が
子
な
り
。
 

而
も
今
此
の
処
は
、
諸
の
患
難
多
し
。
唯
我
一
人
の
み
能
く
救
護
を
為
す
」
と
誓
願
を
立
て
ら 

れ
、
仏
子
と
し
て
灌
頂
す
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
我
々
も
仏
子
だ
か
ら
、
そ
の
時
に
仏
子
と
し 

て
生
ま
れ
変
わ
る
授
識
灌
頂
が
重
要
で
あ
り
、
大
聖
人
は
重
ん
じ
た
の
で
す
。
我
々
の
宗
門
に 

と
っ
て
授
識
灌
頂
と
は
、
本
門
の
円
戒
を
受
戒
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
す
。
我
々
は
、
得 

度
だ
け
で
授
戒
を
受
け
て
い
な
い
の
で
す
。
つ
ま
り
、
相
承
し
て
い
な
い
の
で
す
。
あ
る
時
期 

に
な
っ
た
ら
、
菩
薩
戒
、
す
な
わ
ち
本
門
の
円
戒
を
受
け
る
授
識
灌
頂
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
。
御
題
目
さ
え
あ
げ
れ
ば
い
い
ん
だ
で
は
済
ま
な
い
の
で
す
」
 

ま
た
磯
野
本
精
氏
が
授
識
灌
頂
を
宗
門
に
対
し
て
実
施
す
る
こ
と
を
主
張
さ
れ
た
発
言
を
記 

載
し
ま
す
。
磯
野
氏
は
仙
台
本
山
孝
勝
寺
の
歴
世
で
あ
り
、
大
光
山
本0

寺
六
十
三
世
沙
羅
樹 

院
日
瑞
師
も
そ
の
門
下
で
あ
り
ま
し
た
。
『本
園
寺
史
料
』
の
中
、
「
日
蓮
宗
史
要
」
を
著
作
さ
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れ
た
方
で
す
。

磯
野
本
精
氏
い
わ
く
、
「抑
も
授
戒
作
法
な
る
も
の
は
行
者
を
し
て
即
身
成
仏
の
心
地
を
決 

定
せ
し
め
ん
が
為
の
儀
式
で
あ
る
。
故
に
放
光
授
職
と
は
付
属
の
義
、
又
授
記
の
義
、
又
決
定 

の
義
、
又
入
正
定
聚
の
義
等
と
あ
る
。
さ
れ
ば
宗
教
的
の
儀
式
と
し
て
は
最
も
重
要
な
儀
式
の 

一
つ
で
あ
る
。
実
を
以
て
云
へ
ば
死
後
の
引
導
よ
り
も
寧
ろ
生
前
に
於
け
る
此
の
授
戒
作
法
の 

方
が
大
事
で
あ
る
。
所
持
の
経
法
は
固
よ
り
須
叟
即
得
の
妙
法
で
あ
れ
ば
仏
道
究
竟
は
疑
な
け 

ん
も
、
末
代
無
智
の
輩
は
荘
厳
な
る
儀
式
を
整
ふ
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
心
地
決
定
に
由
な
い
の
で 

あ
る
。
結
要
付
属
無
作
戒
体
即
身
成
仏
授
職
灌
頂
の
次
第
作
法
は
録
し
て
灌
頂
口
伝
鈔
に
あ
り
、
 

以
て
範
と
す
べ
き
で
あ
る
。
祖
書
綱
要
又
本
迹
二
門
円
戒
の
異
相
を
弁
じ
、
以
て
本
宗
受
戒
の 

儀
相
を
詳
説
す
。
而
る
に
宗
門
今
日
受
戒
作
法
全
く
絶
ゆ
。
豈
に
鴻
歎
の
至
り
に
あ
ら
ず
や
。
 

吾
等
は
宜
く
祖
録
を
本
と
し
先
匠
先
哲
の
指
南
に
依
り
、
以
て
方
今
の
時
世
に
適
応
す
べ
き
儀 

式
を
撰
び
、
中
古
已
来
久
く
絶
へ
た
り
し
本
門
円
頓
戒
の
授
受
の
儀
式
を
復
興
す
べ
き
で
あ
る
。
 

本
門
の
大
戒
壇
建
立
は
今
後
数
代
若
く
は
数
十
代
の
未
来
に
あ
ら
ん
も
、
受
戒
作
法
は
必
ず
し 

も
其
の
——

時
を
或
つ
べ
き
に
あ
ら
ず
。
大
戒
壇
建
立
の
已
前
に
於
て
は
三
宝
安
置
の
霊
場
は 

是
れ
一
分
の
戒
壇
な
り
。
本
邦
朝
鮮
支
那
布
哇
等
に
於
け
る
本
宗
の
寺
院
教
会
は
則
ち
是
れ
授 

戒
作
法
の
霊
場
で
あ
る
」

三
、
本
尊
始
顕

文
永
十
年(
1
2
7
3

年)

七
月
八
日
、
佐
渡
に
お
い
て
大
聖
人
は
、
曼
荼
羅
本
尊
を
始
顕 

さ
れ
て
い
ま
す
。
讃
文
に
「文
永
八
年
太
才
辛
未
九
月
十
二
日
、
御
勘
気
を
蒙
り
佐
渡
国
に
遠 

流
さ
る
。
同
十
年
太
才
癸
酉
七
月
八
日
之
れ
を
図
す
。
此
の
法
華
経
の
大
曼
陀
羅
は
仏
滅
後 

二
千
二
百
二
十
余
年
、

一
閻
浮
提
之
内
、
未
だ
之
れ
有
ら
ず
。
日
蓮
始
め
て
之
れ
を
図
す
」
と 

あ
る
こ
と
か
ら
、
佐
渡
で
始
め
て
顕
さ
れ
た
本
尊
と
い
う
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
 

こ
こ
で
考
察
す
べ
き
こ
と
は
、
「本
尊
と
し
て
何
を
始
め
て
顕
し
た
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

佐
渡
以
前
で
は
、
主
に
御
題
目
に
釈
迦•

多
宝
如
来
を
漢
字
、
不
動•

愛
染
明
王
を
梵
字
で 

表
し
た
書
式
で
し
た
。
そ
の
後
、
地
涌
の
四
菩
薩
、
四
天
王
を
文
字
で
加
筆
し
た
本
尊
が
見
受 

け
ら
れ
ま
す
。
佐
渡
で
図
顕
さ
れ
た
本
尊
は
、
文
殊•

普
賢
等
迹
化
の
菩
薩
、
釈
迦
の
十
大
弟 

子
等
、
さ
ら
に
分
身
の
諸
仏
、
天
照
大
神
、
八
幡
大
菩
薩
、
鬼
子
母
神•

十
羅
刹
女
の
諸
天
善 

神
等
も
列
挙
し
て
い
ま
す
。

宗
立
の
戒
壇
院
建
立
考2

に
お
い
て
、
中
央
の
御
題
目
の
左
右
に
釈
迦•

多
宝
如
来
、
脇
士 

の
地
涌
の
四
菩
薩
の
列
挙
は
、
「本
門
の
戒
壇
」
の
形
式
を
顕
し
、
迹
門
の
釈
尊
の
場
合
は
、文
殊•

普
賢
を
脇
士
と
し
た
「迹
門
の
戒
壇
一
」
の
形
式
を
顕
し
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
ま
し
た
。
 

ま
た
宗
立
の
戒
壇
院
建
立
考3

で
は
、
東
大
寺
や
薬
師
寺
は
小
乗
の
戒
壇
、
比
叡
山
延
暦
寺 

は

大

乗(
迹
門)

の
戒
壇
で
あ
り
、
久
遠
実
成
の
仏
及
び
地
涌
の
四
菩
薩
を
祭
祀
す
る
円
乗
の 

戒
壇
は
ま
だ
無
く
、
日
蓮
聖
人
は
そ
れ
ら
を
祀
っ
た
寺
塔
が
必
要
で
あ
り
、
佐
渡
に
て
図
顕
さ 

れ
た
本
尊
は
、
そ
の
戒
壇
建
立
の
設
計
図
で
あ
り
、
仏
の
配
置
、
そ
の
仕
組
み
と
構
造
を
表
し 

た
も
の
で
あ
る
考
え
を
述
べ
ま
し
た
。

佐
渡
以
前
の
御
題
目
が
主
幹
と
な
る
書
式
は
、
仏
の
悟
り
の
境
地
に
到
っ
た
智
慧
で
も
っ
て
、
 

先
ず
文
字
に
よ
る
概
念(
観
心)

に
よ
っ
て
御
題
目
を
本
尊
と
し
て
記
さ
れ
た
。
次
に
定
め
る 

べ
き
仏
の
存
在
を
表
す
た
め
に
、
久
遠
の
昔
に
弟
子
と
な
っ
た
地
涌
の
四
菩
薩
を
加
筆
す
る
こ 

と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
久
遠
実
成
の
釈
尊
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
さ
れ
た
書
式
に
移
り
ま
す
。
 

こ
れ
ら
は
「
本
門
の
題
目
」
、
そ
し
て

「本
門
の
本
尊
」
の
抽
象
的
概
念
を
具
体
的
に
図
顕
さ 

れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
佐
渡
お
い
て
、
二
乗
作
佛
を
表
す
た
め
に
舎
利
弗
等
が
加
筆 

さ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
仏
に
成
る
菩
薩
戒
を
意
味
し
ま
す
。
二
乗
を
記
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
戒• 

定
•

慧
の
三
学
を
兼
備
し
た
本
尊
が
顕
さ
れ
、
仏
に
成
る
縁
起
が
示
さ
れ
ま
す
。
 

本
尊
を
始
顕
さ
れ
る
三
ヶ
月
前
に
『観
心
本
尊
抄
』
を
書
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
本 

尊
(

己
心
の
仏)

を
心
で
観
る(
観
心)

の
内
容
を
文
章
で
綴
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
御
書
は
、
 

佐
渡
始
顕
の
本
尊
の
説
明
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
佐
渡
始
顕
の
本
尊
は
、
文
殊•

普
賢
の
大
乗
の 

戒
壇
一
、
舎
利
弗
等
の
十
大
弟
子
は
小
乗
の
戒
壇
と
し
て
名
号
と
位
号
を
表
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
 

釈

迦•

多
宝
如
来
、
脇
士
の
地
涌
の
四
菩
薩
の
円
乗
の
戒
壇
が
比
較
観
照
さ
れ
て
「科
図
」
と 

し
て
顕
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
始
顕
本
尊U

観
心
本
尊
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「本
門
の
題
目
」
、
「本
門
の
本
尊
」
と

「本
門
の
戒
壇
一
」
の
三
大
秘 

法
を
具
現
し
た
こ
と
を
大
聖
人
は
、
「始
顕
」
と
述
べ
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。


